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面積…26.44k㎡

人口…118,688人（前月比-57）

　男…  56,848人

　女…  61,840人

世帯…  48,724　　

　（平成22年9月30日現在）
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も く じ

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

昨年の市民マラソン大会の様子で、ファミリ
ーの部にてゴール前で繰り広げられた親子対
決と選手宣誓をするご家族さんです。ぜひ、ご
参加ください。左下：大阪府地域福祉・子育て
支援交付金を活用し、児童書・学習用図書約
5.000冊を増やしました。団体貸出を行い
ますので詳しくは中央図書館（950-5501
）まで ☆11月3日（祝）は市民表彰式典が（Ｌ
ＩＣはびきの）10：00から行なわれます。
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日時　12 月 12 日㈰（ 雨天等中止の場合は 19 日に延期）
　9:00 集合（8:40 ～ 9:05 まで選手受付）
会場　石川スポーツ公園、石川サイクルロード
対象　市内在住・在勤・在学の方
　（ファミリーの部は親が在勤者であれば参加可能）
申�込　市役所別館 3 階スポーツ振興課・はびきのコロセアム・

市民体育館
締切　11 月 24 日㈬ 17:00 まで
主�催　羽曳野市、市教育委員会、市体育協会
  　　 市体育指導委員協議会、市スポーツ少年団
問合せ　スポーツ振興課　内線 4411・4412
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部　門 対　象　
（年齢は12月12日現在）

走行距離
男　子 女　子

1　部 高校生以上 8,000 ｍ 5,000 ｍ
2　部 30 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
3　部 40 歳以上 5,000 ｍ 3,000 ｍ
4　部 55 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ
5　部 65 歳以上 3,000 ｍ 2,000 ｍ

中学生の部 中学生 5,000 ｍ 3,000 ｍ
小学生の部 小学 4 ～ 6 年生 2,000 ｍ 2,000 ｍ

ファミリーの部
小学生以下の子どもと、

その親
1,500 ｍ

申込用紙配布場所 住　　　所 電話番号

下開保育園 古市 1394 958-3318

軽里保育園 軽里 3 － 222 958-3338

島泉保育園 島泉 1-16-6 953-4624

はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958-3328

向野保育園 向野 523 953-2071

高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883

坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246

陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630

誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525

郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280

高屋保育園 古市 7-4-1 957-1234

四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 956-2985

あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105

ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240

支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583

子育て支援センターふるいち 古市 2-2-20 958-3308

子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361

ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553

丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355

石川プラザ 古市 1541-1 950-2002

陵南の森総合センター 島泉 8-1-1 931-1900

市役所　子育て支援課 誉田 4-1-1 958-1111

平成23年度　保育園入園申し込みの案内
保�育園とは　保護者や同居の親族が、就労や病気などのために昼間お子さ
んを家庭で保育できない保護者に代わって保育する施設です。

保�育園に入園できる子ども　生後 2カ月以上の就学前児童で、家庭内の
保護者（父母および 65歳未満の祖父母）が次のいずれかに該当する場

合です。ただし、家庭で同居の親族やその他の人が児童の保育ができる

場合は入園できません。

　①外勤②自営業③内職④病気・出産⑤看護･介護⑥家庭の災害

　�　上記の要件を満たし、平成 23 年 4月から平成 24 年 3月までの間に

入園を希望する人（現在空き待ち申込中の人・育児休業明けなどで上記の

期間に入園を希望する人を含む）は、申し込んでください。

申�込用紙の配布　11月8日㈪から各認可保育園・子育て支援センターふ
るいち・子育て支援センターむかいの・支所・ＭＯＭＯプラザ・丹治はや

プラザ・石川プラザ・陵南の森総合センター・子育て支援課窓口で配布（各

施設の業務時間内）します。

入�園受付　12月広報および申込用紙の配布時に日時・場所をお知らせします。

申�し込みに必要な書類　①入園申込書②保育に欠ける（就労など）証明書
③家庭状況確認票④児童健康問診票⑤源泉徴収票などの所得税等証明書

（申込時は必要ありませんが、翌年1～2月に提出してください）⑥母親

が加入している場合は社会保険証・雇用保険証の写し（母親が不在の世

帯については主たる保育者）

入�園の決定　保育ができない程度が高いと判断される家庭から順次決定し
ます。ただし、定員に余裕がない場合は、待機となります。決定は平成

23年 2月末に文書で通知します。

毎�月の費用　保育料・給食費・教材費・諸経費など。保育料は、申し込む
児童が属する世帯の所得税額・市民税額に基づき、市保育料徴収基準額

表により決定します。　　　　 問合せ：子育て支援課　内線 1230 ～1233
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申込用紙配布場所 住　　　所 電話番号

下開保育園 古市 1394 958-3318

軽里保育園 軽里 3 － 222 958-3338

島泉保育園 島泉 1-16-6 953-4624

はびきの保育園 はびきの 4-20-17 958-3328

向野保育園 向野 523 953-2071

高鷲保育園 南恵我之荘 2-6-22 953-3883

坂門ヶ原保育園 東阪田 264 956-6246

陽気保育園 恵我之荘 2-9-4 954-9630

誉田保育園 誉田 3-2-30 958-2525

郡戸保育園 郡戸 394-2 938-5280

高屋保育園 古市 7-4-1 957-1234

四天王寺悲田院保育園 学園前 6-1-1 956-2985

あおぞら保育園 古市 2-2-27 950-1105

ベビーハウス社協 高鷲 9-2-17 930-0240

支所 南恵我之荘 3-1-1 955-0583

子育て支援センターふるいち 古市 2-2-20 958-3308

子育て支援センターむかいの 向野 523 953-6361

ＭＯＭＯプラザ 羽曳が丘西 2-5-1 957-5553

丹治はやプラザ 樫山 251-1 937-2355

石川プラザ 古市 1541-1 950-2002

陵南の森総合センター 島泉 8-1-1 931-1900

市役所　子育て支援課 誉田 4-1-1 958-1111

平成22年度　新規採用職員紹介

「子どもたちが、安心してすご

せるよう、毎日笑顔で頑張り

ます」

島泉保育園
森山　郁美

「子どもたちにとってよりよ

い保育園になるよう努力し、

明るい笑顔で頑張ります。」

はびきの保育園
土堤内　弥生

「職員として少しでも早く一
人前になる為に、日々勉強
し精一杯頑張ります。」

下水道建設課
大石　徹

「羽曳野市が暮らしやすく、
より良い街になるように一生
懸命がんばりますので、よろ
しくお願いいたします。」

道路課
青山　尚

「早く一人前の職員となれる
ように、頑張っていきます。」
　　

水道局工務課
北辻　剛資

主　催 河原城苑 あったか村
日　程 １１月１２日（金） １１月２６日（金）
時　間 14:30 ～ 16:00 14:00 ～ 15:30
場　所 生きがいサロン 5号館 生きがいサロン 2号館
内　容 口腔ケアについて 高齢者の体の変化について
申　込 電話９３８－３９９９ 電話９３６－１３２３

主　催 くすのき苑 ぶどうの家 すみれ
日　程 １１月２０日（土） １１月２８日（日） １１月２０日（土）
時　間 13:30 ～ 13：30～ 15:00 14:00 ～ 16:00
場　所 市民会館２階第４会議室 ぶどうの家１階フロア 野々上公民館

内　容 認知症の方も安心して暮らせる社会を 脳を活性化させる笑いの効力
講師：桂　三金（落語家） 福祉用具の活用講座

申　込 電話９５７－６５０１ 電話９５０－０１５７ 電話９３７－８２９０

11 月の介護教室と介護相談会

○認知症家族介護者教室（グループホーム主催）

○介護相談会

問合せ  高年介護課　内線 1380/1390

主　催　グループホームくすのき苑
日　程　11月 9日㈫
時　間　13:00～ 15:00
場　所　グループホームくすのき苑
対　象　羽曳野市内在住の方
申　込　電話957-6501

在宅介護支援センターおよび認知症高齢者グループホームの主催で、
介護の必要な家族をもつ地域住民の方を対象に教室、相談会を開い
ています。お申し込みは、各施設へ直接ご連絡ください

○家族介護者教室（在宅介護支援センター主催）

「介護の日イベント」 介護老人保健施設 悠々亭
介護をよく知っていただき、介護に関するご相談をお受けしたり、体験を
して頂けるように企画いたしました。どなた様もお気軽にご参加ください。

日　時：11 月 13 日㈯ 11：00 ～ 15：00
会　場：介護老人保健施設　悠々亭

 ★家族介護者教室（11:00 ～ 12:00）
ﾃｰﾏ「保清～体を清潔に保つために～」
在宅での介護の仕方についてご説明
いたします。
 ★落語会（14:00 ～ 15:00）
関西大学ＯＢによる落語会：ぽらりす亭
　　お題   「ちりとてちん」
　　　　　「尻  餅」

第一会場（６階） 第二会場（１階）
★相談・展示・体験

（11:00 ～ 15:00）
　＊福祉用具の展示
　＊介護食などの展示
　＊高齢者体験（ｲﾝｽﾀﾝﾄｼﾆｱ）
　＊車イス体験
★お楽しみコーナー★
　バルーンアート

●問合せ　介護老人保健施設悠々亭・在宅介護支援ｾﾝﾀｰ悠々亭
　　　　　羽曳野市樫山 100-1　TEL953-1002

地域包括支援センターの運営について審議を行う
「地域包括ケア推進委員会」の傍聴者を募集します。
日時：11月 12日㈮13:30～ 15:30	
場所：保健センター４階大会議室　定員：３人
申込：�はがきもしくはファクスに「地域包括ケア推

進委員会傍聴申込」と記載の上、郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号を明記して高年
介護課へお申し込みください。

締切：11月 7日㈰消印もしくは発信有効
※結果は、会議までにお知らせします。なお、申込
　多数の場合は、抽選とさせていただきます。
問合せ　高年介護課 958-1111（内線1353）
　　　　〒583-8585　羽曳野市誉田４－１－１
　　　　FAX950-2536

地域包括ケア推進委員会傍聴者募集

羽曳が丘校区ふれあいネット雅び勉強会のご案内
　『難聴のしくみと 補聴器について』
　年をとるとみんな耳が聞こえにくくなるのか･･･。
日　時　11月21日㈰　受付 13:30 ～  開始 14:00 ～15:30
場　所　MOMOプラザ　２階
講　師　しまだ耳鼻咽喉科　島田 健一 先生
申　込　不要。どなたでもお気軽にご参加ください。
共�　催　羽曳が丘町会連合会・校区福祉委員会
           ふれあいネット雅び地域ケア会議推進チーム
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会　ＴＥＬ958-2315

埴生南校区ふれあいネット雅び「らくちん介護講習会のご案内」
　『健康につながる歩き方』
日　時　11月 30日㈫　14:00～ 15:30
場　所　羽曳山会館　はびきの４丁目１３−４
講　師　はびきのヴィゴラス 健康運動指導士 大西 敏之 氏
参　加　申込不要・無料です (動きやすい服装 /飲み物持参）
共　催　埴生南校区福祉委員会
　　　　 ふれあいネット雅び地域ケア会議推進チーム
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会　ＴＥＬ958－ 2315
　　　　四天王寺悲田院　　　　　ＴＥＬ957－ 3731



8 −はびきの　2010.11.1−

健康第一！
　　きっかけは 特定健診

問合せ　保険年金課　1761

寺田内科 寺田 道男 先生
Ⅰ　厚生労働省「標準的な健診・保健指導プログラム」、
「特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手
引き」によると、特定健診・特定保健指導では、メタ
ボリックシンドロームの考え方を活用して健診後に重
点的に保健指導を行うべき対象者を選び、効果的な保
健事業を実施することにより糖尿病などの生活習慣病
を減少させることをめざしています。
　健診をきっかけとして、健康的な生活習慣の獲得
へと移行するためには、受診者自身が、
①健診結果を理解して体の変化に気づき、②自らの
生活習慣を振り返って問題点を発見し、③食事や運
動などの生活習慣をどのように変えるべきかを考え
て行動目標をたて、④実行・継続して健康状態を改
善させることが必要で、医療職（保健師・管理栄養
士等）は対象者がこのようなプロセスをたどって行
動変容できる支援をすることが求められています。
　すなわち、食事療法や運動療法の知識を身につけ
るだけでなく、生活習慣、特に食行動の「ずれ」や「く
せ」を正すことを考えます。その結果、生活習慣の
改善により薬剤を使わなくて済み、薬剤を使う場合
でも治療の効率が良くなることが考えられます。
　そして、毎年健診を受けることにより検査値を含
めた総合的な評価ができ、前回までとの比較も可能
で生活習慣に問題があれば是正することができます。
　
Ⅱ - １　高血圧は非常に身近な疾患で、高齢になる
ほど頻度が高くなることはよく知られています。で
は糖尿病はどうでしょうか？糖尿病の推定患者数は
平成９年690万人、平成14年 740万人、平成19
年 890万人と増加しています。また、平成19年で
は男女とも60歳以上の方が半数以上を占めており、
糖尿病も高血圧ほどではないにしても、高齢者に多
いことがわかります。病気を持ち越した人に加え、

新たに発症する人も多いと考えられます。毎年健診を
受けている方で、異常がなかったため２～３年ブラン
クがあり、久しぶりに受けたら血糖値、ヘモグロビン
A1c共に、基準値を超えていることがあります。
　血圧に関しては、家庭用血圧計が普及し、役所やス
ーパーマーケットなどでも置いているところがあり、
自分の値を把握している人が多いですが、血糖値は測
定する機会が少ないのが実情です。糖尿病は初期には
自覚症状が乏しく標準体重より軽い人でも発症する可
能性があり、また、血糖値が高いことで糖尿病以外の
病気が見つかることもあり、毎年の健診が望まれます。

Ⅱ - ２　特定健診の検査項目の中で、メタボリックシ
ンドロームの診断基準には含まれない項目もあります。
ＡＳＴ（ＧＯＴ）ＡＬＴ（ＧＰＴ）γ－ＧＴＰなどです。
これらは肝機能検査に属しますが、特定健診でよく見
られるのが、これらの項目が基準値より少し超えてい
る場合です。原因はいろいろ考えられますが、その一
つが脂肪肝です。　
　脂肪肝とは、肝細胞に過剰の中性脂肪が蓄積した状
態です。アルコール性と非アルコール性に大別され、
両者が重なっている場合もあります。治療の基本は、
アルコール性は禁酒であり、非アルコール性はその成
因が肥満や運動不足と考えられる場合は、生活指導が
優先されます。
　近年、脂肪肝の中で、炎症を伴い病態が進行する重
症例が含まれていることが問題になっており、マスコ
ミでもよく取り上げられています。そして、その重症
型の脂肪肝を発症しやすいのが、メタボリックシンド
ロームなどの場合と言われています。
　毎年健診を受けることにより、早期に対策をとる道
が開けます。

１０月スタート

　9月号より3回にわたり皆さんに身近なお医者さん、羽曳野市医師会の先生
に、健診についてお話をお願いしてまいりました。9月号では「メタボリックシ
ンドロームとその改善について」、10月号では「健診を受診された方の事例」
をテーマに掲載してまいりましたが、今回が最終回となります！
　「なぜ健診が必要なのか、健診は何を目的に実施されているのか？」をテー
マにお話を伺いました。

いかがでしたか？
　特定健診は別名「メタボ健診」と言われています。ですが、今回の
連載では「メタボ」以外のことも掲載してまいりました。
　特定健診はメタボだけの健診ではありません。太っていても、
やせていても、病気で通院中でも、毎年うけて健康管理にお役立
てください！ご拝読ありがとうございました。

　9 月より３回にわたり、みなさんの身近なお医者さん羽曳野市医師会の先生に、健診についてお話をお願いしてまい
りました。9 月号では「メタボリックシンドロームとその改善について」、10 月号では「健診を受診された方の事例」
をテーマに掲載してまいりましたが、今回が最終回となります！「なぜ健診が必要なのか、健診は何を目的に実施され
ているのか？」をテーマにお話を伺いました。
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●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申し込み日の9：00からです。 木の家の貯金箱

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

5年3組の担
任をすること
になったのは、
手足のない先
生でした。著者
自身の教員体
験から生まれ
た、個性豊か
な28人の子ど
もたちと新米
先生の物語。

乙武　洋匡／著　　講談社降矢　なな／作　　童心社

なくしたものたちの国　
角田　光代／著　
松尾　たいこ／絵　ホーム社

ナミチカのきのこがり
      

だいじょうぶ３組

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も平常どおり開館しています。

大切なものを
なくしたこと、
あなたにもあ
りませんか？松
尾たいこのイ
ラストから生ま
れた、５つの出
会いと別れの
短編集です。

おじいちゃんたちと初めてのきのこ狩りに
行ったナミチカは、夢中できのこを探すうち
に、一人森の奥へ迷いこんでいきますが…。

１ねん１くみの１にち

年末年始の休館日年末年始の休館日

2月1日㈰・2月28日㈯

今月の休館日今月の休館日

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

6月30日㈪

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13：30～16：30）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13：30～16：30）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9：00～17：00）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10：00～17：00）

秋の読書講演会
テーマ　「子どもの成長と学校図書館」
講　師　竹内悊（たけうちさとる）氏（日本図書館協会顧問）
日　時　11月14日（金）午後1時30分～3時30分
場　所　Ｌｉｃはびきの視聴覚室
定　員　70人（先着順）
　　参加される方は中央図書館までお申し込みください。
　　（電話可☎950-5501）

日時：11月７日㈰ 
　　1部　13:30～14:15
　　2部　14:15～15:00
場所：中央図書館 多目的室
対象：5歳以上の児童 
定員：各回10名（先着順）
申込：10月25日㈪11:00～
     (中央図書館カウンターにて受け付けます)

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

11月30日㈫

「毛糸を使ったカードケースをつくろう！」

川島　敏生／写真・文　アリス館
10月3日㈰陵南の森図書館　15:00
10月10日㈰陵南の森図書館 11:00（赤ちゃんから）
10月12日㈫丹比図書館　　 10:00
10月13日㈬東部図書館　　 10:30　
10月16日㈯陵南の森図書館 15:00
10月17日㈰陵南の森図書館 11:00（赤ちゃんから）
            11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
10月23日㈯丹比図書館　　 10:30
10月23日㈯羽曳が丘図書館 15:00
10月24日㈰陵南の森図書館 15:00
10月3日、10日、17日、24日の各日曜日
                                 　 13:30(中央図書館)

10月3日㈰陵南の森図書館　15：00
10月10日㈫丹比図書館　　　10：00　
10月8日㈬東部図書館　　　10：30　
9月12日㈰陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）
9月18日㈯陵南の森図書館 15：00
9月19日㈰陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）
            11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
9月25日㈯丹比図書館　　 10：30
9月25日㈯羽曳が丘図書館 15：00
9月26日㈰陵南の森図書館 15：00
9月5日、9月12日、9月19日、9月26日の各日曜日　
                                    13：30(中央図書館)

まだ誰も来ていない朝の教室に筆箱が１つ。誰
が忘れていったのかな？ページをめくると、子ど
もたちの楽しそうな声が聞こえてくるようです。

11月7日㈰　陵南の森図書館 15:00

11月9日㈫　丹比図書館　　 10:00

11月10日㈬東部図書館　　  10:30

11月14日㈰陵南の森図書館  11:00（赤ちゃんから）

11月20日㈯陵南の森図書館  15:00

11月21日㈰陵南の森図書館  11:00（赤ちゃんから）

            11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

11月27日㈯丹比図書館        10:30

11月27日㈯羽曳が丘図書館  15:00

11月28日㈰陵南の森図書館  15:00

11月14日、11月21日、11月28日の各日曜日

　                                13:30(中央図書館)

10：00～11：30

10：00～12：00

22日㈪

9：30～11：30

27日㈯

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

ゆめふうせんによる人形劇　みんなきてね～！

10：00～16：00

26日㈯
14日㈪

10：00～11：00

〔チャレンジルーム〕
 電子おもちゃ『ＬＥＤイルミネーション』
対象者：4～6年生　定員先着10人
申込受付11/20～11/26 （電話のみ）
材料費：300円（当日持参）

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日

10：30～11：30

9：30～11：30

24日㈬

14：00～16：00

9：30～12：00

10：00～16：00
10：30～11：30

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし
「子育て上手は歯育て上手」
講師　谷口歯科医院　保田　晃宏 先生

10：30～11：00

〔健康スポーツ〕 グラウンド・ゴルフ
児童館のひろばでします。
みんなおいで～！＜雨天中止＞
※お茶を持ってきてください

〔スポーツ〕卓球であそぼう 
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：00

7日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

〔自由教室〕
クリスマスカード作り
だれでも参加できます。みんな作りに来てね！

10：00～16：00

14：00～15：00

10：30～11：30

誰でも自由に参加できるよ！

誰でも自由に参加してね！

〔わくわく子育てひろば〕みんなであそぼう
※水あそびをします。タオル・着替え・お茶
を持ってきてください

8日㈪

10日㈬

15日㈪

27日㈪

25日㈯

〔体験教室〕 Ｍｙとう芸にチャレンジ！
4～6年生対象　定員先着15人（２日とも参加できる方）
申込：9/3まで （電話のみ）
材料費：300円（当日持参）

10：30～11：30

誰でも自由に参加してね！

15：30～16：30

10：30～11：30

14：00～16：00

〔体験教室〕「押し花の壁飾り」
押し花アート　講師：西村 美幸 先生
対象者：4～6年生　定員先着15人
申込受付10/9～10/15 （電話のみ）
材料費：200円（当日持参）

〔トライルーム〕　クリスマス飾り
対象者：1～3年生　定員先着15人
申込受付11/13～11/19 （電話のみ）

10：00～16：00

10：30～11：30

20日㈯

★11月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

絵本のへやフェスティバル
保護者による手づくりのパネルシアター、
ペープサートができました。楽しい手遊びや
お話がいっぱい！みんな遊びにきてね。

絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬
9：30～11：00

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕
みんなで遊ぼう　『やきいも』をします。
※雨天決行
※お茶を持ってきてください

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりなどできる方も大歓迎！
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

●胃がん・肺がん・大腸がん集団検診 (40 歳以上の市民 )

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 11 月 8・22 日 ㈪ 午前中   ※ 要予約
～上記日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

日程 場所
12 月 1 日（水） 1 月 17 日（月）

全て保健センター
12 月 2 日（木） 1 月 20 日（木）
12 月 3 日（金） 2 月 3 日（木）
12 月 9 日（木） 2 月 9 日（水）

　※ 12 月・1 月・2 月分は  11 月 10 日㈬  より受付開始

●乳がん・子宮がん集団検診

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります　電話：956 - 1000（FAX での申し込みはできません）

～乳がん・子宮がん検診～

ウォーキング講座

時　間：10:00～ 12:00（受付9:30から）	
対　象：市民でウォーキングに興味のある方	 	
　　　　（ただし運動制限のない方）
持　物：動きやすい服装・運動靴・水分・帽子	 	
        　※警報発令時は中止です。	 	 	
申　込：健康増進課（保健センター）へ

日　　程 実施場所

11 月 12 日㈮  石川河川敷公園
（集合場所：駒ヶ谷駅または公園内事務所前）

今年度は実技に『スロージョギング』を取り入れてます！

　バランスアップ教室バランスアップ教室
～野菜のとり方や 1 日の食事量を学べます～
生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、
講義・体験実習を交えて楽しく学べます。
日　時：11 月 10 日㈬ 10:00～ 13:00（受付9:30から）
対　象：40歳以上の市民　定　員：24人	
会　場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申　込：健康増進課（保健センター）へ

（乳がんは40歳以上、子宮がんは20歳以上の市民で受診券・無料クーポン券対象者）

　

日程 場所
12 月７日（火） 陵南の森総合センター
1 月 27 日（木） 石川プラザ
2 月 8 日（火） 陵南の森総合センター

【受診券と無料クーポン券のどちらもお持ちの方へ】
　有効期間内に受診券と無料クーポン券の両方を使用し、
年度内に1回の検診となります。
　すでに検診を受けられた方で、検診当日どちらか一方し
か提出されていない方は、健康増進課へ連絡ください。

（年度内に 2 回受けた場合は、自己負担になる場合もあります。）
　なお、乳がん・子宮がんそれぞれ治療中の方は、検診の
対象となりませんので引き続き医療機関で診察を受けてく
ださい。

〈受診券と無料クーポン両方の対象者〉
　　平成　２年１月１日　～　平成　２年　４月　１日生
　　昭和６０年１月１日　～　昭和６０年　４月　１日生
　　昭和５４年４月２日　～　昭和５４年１２月３１日生
　　昭和５０年１月１日　～　昭和５０年　４月　１日生

両方 　　昭和４４年４月２日　～　昭和４４年１２月３１日生
　　昭和４０年１月１日　～　昭和４０年　４月　１日生
　　昭和３４年４月２日　～　昭和３４年１２月３１日生
　　昭和３０年１月１日　～　昭和３０年　４月　１日生
　　昭和２４年４月２日　～　昭和２４年１２月３１日生

子
宮
が
ん

乳
が
ん

見本

見本

見本

↑受診券（見本） ↑クーポン券（見本）

普段から自分の歯に関心を持っていますか？
口は体の入り口です！！
生活習慣病予防のためにも、できるだけ清潔に保たなけ
ればいけません。
自分でできることとして食後の歯みがきがあります。
食後には歯をていねいにみがいて、細菌の生息場所であ
る歯垢をよく落とし、常に口の中を清潔にしておけば細
菌の発生を予防できます。
毎日歯をみがいてるつもりでも、みがき残しがあるなど
歯垢をきれいに落している方は少ないようです。正しく
効果的なみがき方を身につけましょう。

【みがき方のポイント】
　① 歯ブラシは、ブラシ部分が小さめのものを選ぶ
　② 毛先をきちんと当ててみがく
　③ 軽く持ち、強くこすりすぎない
　④ 歯を１本ずつみがくように小刻みに動かす

【そして痛む前に定期健診を受けましょう】
　3カ月から6カ月に一度は歯医者さんで歯垢・歯石を
取りましょう。セルフケアと専門ケアの２本柱で自分の
歯を守りましょう。

11 月 8 日は「いい歯の日」です。

妊婦さんへの思いやり
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予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～15:00

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:00

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年7月1日～16日生まれ

平成22年7月17日～31日生まれ

    平成22年8月生まれ

    平成21年4月生まれ

    平成21年5月生まれ

    平成20年5月生まれ

    平成20年6月生まれ

    平成19年5月生まれ

    平成19年6月生まれ

11月24日、30日

12月21日、22日

11月1６日、1７日

12月１４日、１５日

11月９日、1０日

12月７日、８日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

11月12日

12月10日、24日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

11月26日

集団接種（受付時間：13:30 ～ 14:30）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 12 月
13 日㈪ 陵南の森
16 日㈭ 石川プラザ
17 日㈮ 保健センター

11 月
12 日㈮

保健センター 3 階
26 日㈮

BCG の予診票は 4 カ月児健康診査のご案内と一緒に送付してい
ます。4 カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種していない
お子さんは健康増進課（保健センター）に電話し予約の上、受付
時間 13:20 にお越しください。

◆離乳食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
日時：11月 5日㈮・12月1日㈬のいずれか1日13:00～ 15:00
対象：4カ月健診受診後から10カ月までの乳児の保護者 (第 1子優先 )
受講費：無料　　会場：保健センター3階栄養指導室
◆幼児食講習会（保育あり　定員 15 人）◆
日時：11月 2日㈫13:00～ 15:00　対象：5歳までの幼児の保護者
受講費：無料　会場：保健センター3階栄養指導室
◆マタニティクッキング（先着 15 人）◆
日時：11月 19日㈮13:30～ 15:00　対象：妊婦（初産婦優先）
受講費：無料　　会場：保健センター3階栄養指導室
◆マタニティスクール（定員 30 人）◆　※４日間で１コース
日時：11 月 4日㈭、11日㈭、14日㈰、25日㈭ 13:00 ～ 15:30
◆ことばの相談（予約制）◆
こどもの発音・吃音（どもり）・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。

予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。
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9:30～10:00

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ
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    平成20年6月生まれ

    平成19年5月生まれ

    平成19年6月生まれ

11月24日、30日

12月21日、22日

11月1６日、1７日

12月１４日、１５日

11月９日、1０日

12月７日、８日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

11月12日

12月10日、24日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

11月26日

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎　第1期・第2期
持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康増　
　　　 　進課まで取りに来てください。）

４カ月児健診
と同日実施

BCG

～インフルエンザ予防接種助成事業のご案内～
　インフルエンザワクチンの接種を希望される方で、「市民税非課税世帯」と「生活保護受給世帯」の方は接種費用の助成が受けられます。
≪助成制度の概要≫
・羽曳野市・藤井寺市・松原市・太子町と富田林市（65歳以上の方のみ）の契約医療機関にて助成対象者である証明書を持参し、
接種される場合は、接種時の費用負担はありません。それ以外の市町村で接種される場合は、接種時に接種費用を負担していた
だき、後日還付手続きを行っていただきます。
≪証明書申請について≫
・住所・年齢が確認できる物（健康保険証・運転免許証など）をご持参の上、下記の申請窓口にお越しください。代理申請は委
任状が必要な場合があります。
□市民税非課税世帯・・・保健センター３階の特設窓口で「インフルエンザ接種助成事業対象者証明書」の交付を受けてください。
□生活保護受給世帯・・・福祉総務課で「生活保護受給証明書」の交付を受けてください。
≪還付申請について≫
・�保健センター３階の特設窓口にて、還付申請が必要となります。申請時に接種された方の領収書、接種済証（医療機関発行）、印鑑、
振り込み先口座がわかる物をご持参ください。　　問合せ：健康増進課（保健センター）　TEL：956-1000まで

日本脳炎予防接種について
①�日本脳炎2期（9歳～13歳未満）への接種が可能になりました。
②�平成 17年 5月 30日～平成22年 3月 31日までの接種勧奨
差し控えにより、第1期定期接種を受けなかった方で、9歳～
13歳未満の方は第1期分を接種出来るようになりました。

※�上記の①・②にあてはまる方で接種を希望される方は、母子手帳を
持って健康増進課（保健センター）まで予診票を取りに来てください。
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「平和と人権」畜魂祭・とうろうまつり
　9月21日㈫、正午より市立南食ミー

トセンターにて畜魂祭、午後 7時よ

り青少年児童センターなどではとう

ろうまつりが開催されました。畜魂

祭には牛などの命に感謝し、たくさ

んの方が慰霊されました。また、とうろうまつりでは、カラ

オケ大会や河内音頭で盛り上がり、焼肉弁当やさいぼしなど

の地場産品も大好評でした。当ま

つり実行委員の林 大策さんは「周

辺の地域の人たちの参加で、とも

に命の大切さや平和のありがたさ

に感謝をすることができたイベン

トでした」とお話くださいました。

みんなで車いす「プルプル 1 号」を！
　9 月 22 日㈬、埴生南小学校の代表 5人が車いす「プル
プル１号」を羽曳野市役所へ

持ってきてくれました。埴生

南小学校 PTA 活動として、

缶ジュースなどのプルトップ

の回収を生徒の保護者や地域

などに呼びかけ、北海道江別

市の野幌商店街が組織する「リングプル再生ネットワーク」

に車椅子に交換していただくために登録し、660kg のプル

トップをおよそ 1年 9カ月をかけて集め、車いす１台「プ

ルプル１号」を入手しました。取り組みは平成 20年 10月

22日から始まり、無事に今年 8月 25日車いすが届きまし

た。次は「プルプル 2号」の獲得に向けて、すでに作業が

始まっているとお話くださいました。（寄贈いただいた車い

す「プルプル１号」は羽曳野市社会福祉協議会が活用します）

青年海外協力隊として出発！
　本市在住の澤田 愛さんは 10月初旬にインドネシアのジョグ

ジャカルタ市環境事務所に赴任されます。「今後、発展する国

として、たくさんの人にゴミの減量化な

どの必要性を理解してもらいたい。」と

抱負を述べられています。健康に気をつ

けられ、ご活躍されることをお祈り申し

上げます。

♪高南中吹奏楽部 野外演奏会♪
　9 月 25 日㈯、平成 20 年度より府
吹奏楽コンクール南河内地区大会

にて 3年連続“金賞”を受賞し

ている高鷲南中学校吹奏楽部が

野外にて演奏を披露しました。

会場はサンヴァリエ春日丘（高鷲）

の集会所付近。お昼前からスタート　 　

し「タッチ」「龍馬伝」や「ザ・ロコモーション」など計

8曲を、顧問の脇田先生の指揮で 60人の生徒が奏でまし

た。催しを企画したサンヴァリエ高鷲町会の井上会長は

「建替前には 700 ほどあった世帯がおよそ半分に減少し、

独居高齢者は増えている。住人

同士が希薄にならず交流でき

る機会を設けていきたい。ま

た、演奏いただいた高鷲南中学

校のみなさんに感謝します」と

述べられました。今後もこの企

画を続けていかれるそうです。

子育てサロン「はにふ」で冬瓜収穫
　9 月 21 日㈫、埴生幼稚園に

てサロンスタッフが育てた冬瓜

を収穫しました。自分のお顔よ

り大きな冬瓜を見て「きょとん」

としている子どもたちが印象的

でした。また、12 月の収穫に

向けて、大根の種もまきました。

民生委員の新熊邦彦さんは「地

域活動の子育てサロンは楽しみながら仲間をつくる情報交

換の場。幼稚園や保育園に入園する子どもたちの通過点と

して、夢のあるサポートを継続したい。」と述べられました。

府キックベースボール選手権大会
　高鷲小学校に通う 14人
の女子生徒で構成された

「羽曳野スターズ」が府キッ

クベースボール選手権大会

（会場：浜寺公園）に参加し、

見事第 3位に輝きました。

南河内ブロック青少年指導員連絡協議会
～親睦交流会開催～

　9月 25日、南河内ブロック青少年指導員連絡協議会の親

睦交流会がはびきのコロセアムに

て開催されました。当日は南河内

各市町村から約 130 人の青少年指

導員の参加があり、ソフトバレー

ボールを通じて親交を深めました。

街かどから
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凪咲ちゃん
　なぎさ

　　　　いつも笑顔をありがとう。　　
　　　　 母親の貴擁子さん撮影

 　

　平成21年3月3日生まれ

　　西浦

和田
 わ  だ

　　「元気な優しい人に育ってね。」
　　   母親の加寿子さん撮影

 　

  平成21年2月19日生まれ

伊賀

颯汰ちゃん
  そうた

　　　　元気にすくすく育ってね！　　
　　　　 母親の麻央さん撮影

 　

　平成22年1月28日生まれ

　　西浦

生田
 いくた

優介ちゃん
 ゆうすけ

渋谷
 しぶや

「秋の全国交通安全運動」～街頭キャンペーン～

　『秋の全国交通安全運
動』に伴い、9月 27日㈪

に交通安全を呼びかける

「街頭キャンペーン」を近

鉄古市駅前と古市南小学

校および古市南幼稚園で

実施いたしました。当日

は、羽曳野警察署、羽曳野ライオンズクラブ、羽曳野ロータ

リークラブ、羽曳野市婦人団体協議会、羽曳野青年会議所、

めいわく駐車追放委員さんなどの参加のもと「交通ルールの

徹底」と「交通マナー」の向上を呼びかけました。

「さわやかコーラスレッスン」高北幼稚園
　10月 5日㈫、「さわやかコーラスレッスン」が高鷲北幼

稚園で実施されました。作曲さ

れた寺尾さんと一緒に「みんな

　ともだち」を大合唱。歌で人

と人がつながっていくことを

教えてもらいました。歌を歌う

ことが大好きになりました。

京都学生祭典で「エコ活動」（婦人会）
　10 月 9日、10日、京都駅ビルなどで開催されました
第８回京都学生祭典へ、羽曳野市婦人団体協議会生活環境

部が出展されました。会場では新聞紙を工夫して、お手軽

なてさげカバンに変身させる

技術を披露し、学生さんや外

国人のみなさんからおおきな

評価をいただきました。特に

英字新聞で作成したカバンは

おしゃれで好評でした。

 羽曳野市内中学校吹奏楽部合同演奏会
　10 月 9日㈯に LIC は
びきのにて合同演奏会が開

催されました。客席はたく

さんご来場され立見が出る

ほどの満席状態。演奏する

生徒達の表情も少し緊張し

ている様子でした。また、この開催より後援いただく、羽

曳野ライオンズクラブさんは、高齢者施設や幼稚園などで

演奏会を行なうなどの活躍をしている中学生を応援したい

という想いから、「市立６中学吹奏楽部」に対して、45周

年記念事業の柱として長期にかけてご支援くださいます。

「竹内街道“ぶらり”散策」
　10 月 16日㈯に太子町との共同事業の「竹内街道“ぶ
らり”散策」が開催され、約 160人の参加がありました。

散策終了後は特産

品などが当たる抽

選会もおこなわ

れ、秋のひと時を

賑やかに楽しんで

いただきました。

百舌鳥・古市古墳

群の世界遺産登録

などに向けて、積極的に活動されているフィールドミュー

ジアムトーク史遊会の細見 克さんは「羽曳野だけでなく、

市域をまたいだ街道事業

はいい企画。今後、地場

産業や文化などを交えた

事業を企画してほしい」

とコメントしてください

ました。

街かどから
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平成 22 年９月13 日㈪から市税催告コールセンターを市役所内に
開設しています。
　羽曳野市では、緊急雇用創出基金事業として、民間委託による「市税催告コール
センター」を市役所内に開設しています。
市税（市・府民税、固定資産税、軽自動車税）の納期限から一定期間を過ぎても市
において納付確認ができない方に対して、電話で納付の呼びかけを行なっています。
　センターの運営は民間業者に委託しており、専門のオペレーターが市税の未納を
お知らせするとともに、納付のご案内を行なっています。
○開設期間　９月13日㈪～平成 23年３月31日㈭
○業務時間　【平日㈪～㈮】９:00～17:30　【第２日曜日】９:00～17:30
　[11月14日㈰、12月12日㈰、平成 23年１月９日㈰、２月13日㈰、３月13日㈰ ]
　※土曜日、上記第２以外の日曜日、祝日は業務を行ないません。
　　　 　　

問合せ　税務課納税相談担当　内線1440･1450

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付のために

ATM（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。
　＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）のご案内
　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、経営悪化の危機に直面
してしまったときに資金を借入れることができる制度で、中小企業を守るために国
がつくった共済制度です。
　無担保・無保証人で、積み立て掛金の10 倍の範囲内（最高3,200万円）で被
害額相当の共済金が借入れ可能となります。毎月の掛金も税法上、必要経費また
は損金に算入できます。
　詳しい内容のお問い合わせと加入申し込みは、商工会、商工会議所、金融機関
の本支店の窓口で取り扱いしています。制度の運営は、独立行政法人中小企業基
盤整備機構が行なっています。
問合せ　中小企業基盤整備機構共済制度URL　
　　　　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html
　　　　中小企業基盤整備機構コールセンター　☎ 050-5541-7171

個人事業税
 【第２期分】の納期限は、

11 月 30 日㈫です。

　８月に送付しています納付書でお納め

　ください。
　納付書を破損・紛失した場合は、下記
　までご連絡ください。

 ＊納税には便利で安心・安全な口座振替

　 制度をご利用ください。
　「大阪府税預金口座振替依頼書」は大阪
　府ウェブサイト「府税あらかると」か
　らダウンロードできます。

　http://www.pref.osaka.jp/zei/alacarte/

  問合せ　大阪府南河内府税事務所
               ☎ 0721-25-1131

火

火

府税マスコット「タッピー」

税務署からのお知らせ
～相続または贈与などに係る
　   生命（損害）保険契約について～

　相続、贈与などにより取得し
た生命保険契約や損害保険契約
などに係る年金の所得税の取扱
いを改めることとしました。
　この取扱いの変更により、所
得税の還付を受けることができ
る場合があります。詳しくは、
国税庁ウェブサイト【www.
nta.go.jp】をご覧いただくか、
最寄りの税務署にお問い合わせ
ください。

　　   問合せ　富田林税務署　
　　      ☎ 0721-24-3281

主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577
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はびきの中学生 study-O
　  11 月・12 月実施日程

○ 11 月７日㈰・14 日㈰・27 日㈯
○ 12 月５日㈰・11 日㈯・18 日㈯
  市役所で一緒に勉強しませんか？
  途中参加受付中！ 参加費無料。
  詳しくは市ウェブサイトまたは
  特命プロジェクトチームまで。
　　 （内線 3530・3531・3532）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間
　大阪府人権擁護委員連合会では、
夫･パートナーからの暴力や職場な
どにおけるセクシャル・ハラスメント、
ストーカー行為といった女性をめぐる
いろいろな人権問題について、「女性
の人権ホットライン」を開設し、女性
の人権問題に詳しい人権擁護委員が
電話相談に応じています。
　下記の期間は強化週間として時間
を延長して実施しますので、お気軽に
ご相談ください。
　  相談は無料。秘密は守ります。
日時　11月15日㈪～21日㈰
　　　㈪～㈮ ８:30 ～19:00
   　　㈯・㈰10:00 ～17:00
女性の人権ホットライン
　☎ 0570－ 0

ゼロナナゼロ

7 0 － 8
ハートライン

1 0
問合せ　大阪法務局人権擁護部第三課
　☎ 06-6942-9492

理容店、美容店、クリーニング店、
めん類飲食店、一般飲食店の
お店選びはＳマーク登録店で！

　Ｓマークは、厚生労
働大臣認可の標準約
款制度に従って営業し
ているお店です。
　このＳマークを店頭

に表示しているお店なら安心、安全、
衛生が保証され、皆様の信頼できる
お店選びの大きな目安となります。
　また万一の場合、事故賠償基準に
基づいた補償も受けられます。
問�合せ　財団法人大阪府生活衛生営
業指導センター

　☎ 06-6943-5603

『おやっ？』と思ったら食品表示110 番
　食品を購入するときに目にする食品表
示。この表示に間違いがあれば問題です。
　そのため、近畿農政局では、みなさ
んからの情報を受け付け、適正な食品
表示に向けた取り組みを行っています。
　日頃のお買い物で不審な表示を目
にした場合、食品表示で疑問がある
場合は、『食品表示110 番』にお電話
ください。

問合せ　農林水産省 近畿農政局
　大阪農政事務所 地域第二課
　☎ 072-264-6060

●講師派遣のお知らせ●
　食品表示について広く知っていただく
ため、みなさんが開催される各種会合、勉
強会などに担当職員を派遣しております。

お気軽にお問い合わせください。

ドングリの受け入れ中止
　平成15 年度から実施してきました
『木になる夢銀行』について、ドングリ
の受け入れを今年度から中止する旨、
大阪府から連絡がありました。
　なお、ドングリ苗木の払い戻しにつ
いては、平成 22年度と平成 23 年度
の２年間実施されます。
問合せ　大阪府みどり推進課
　緑化推進グループ　☎06-6941-0351

労働者を１人でも雇っている事業
主は労働保険（労災保険・雇用保険）
に加入する義務があります。
　労災保険制度は、労働基準監督署へ
　雇用保険制度は、ハローワーク（公
　共職業安定所）へ
　大阪労働局　労働保険適用課
　（☎ 06-4790-6340・6351）
　雇用保険課（☎ 06-4790-6320）
　大阪労働局ウェブサイト
　http://osaka-rodo.go.jp/

「１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。」
　問合せ　羽曳野労働基準監督署
　　　　  （労災保険）☎ 956-7161
　　　　　河内柏原公共職業安定所
　　　　  （雇用保険）☎ 972-0081

保険年金課からお知らせ
○国民健康保険被保険者証更新後の新しい被保険者証をお受取りがまだの方へ
　旧の国保被保険者証は、10月31日でその有効期限が切れています。
　新しい被保険者証は郵送による更新、または窓口交付により更新されるようご案
内をお送りしました。まだ更新後の新しい被保険者証がお手元にない方は保険年
金課までご連絡してください。
　また、下記のとおり夜間窓口を開催します。被保険者証更新も行うことができます。
○国民健康保険料・後期高齢者医療　保険料夜間窓口の開催
日　時　11月17日㈬・18日㈭・19日㈮　18:00 ～20:00
窓　口　市役所本庁 １階３番窓口
問合せ　保険年金課　内線1750・1760

聴覚障害者ピアサロン　
地上デジタル放送説明会（無料）
主催　障害者総合支援センター はる
日時　11月21日㈰　10:00～12:00
場所　市民会館
対象　聴覚障がい者、家族およびそ
　の関係者
内容　地上デジタル放送の説明
講師　栖川興道氏（大阪聴力障害者協会）
問合せ　障害者総合支援センターはる
　聴覚ピア　片岡　
　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604　

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細動
器）の使用方法を含めた応急手当の
講習会です。もしもの時のために、あ
なたも講習会を受講しませんか。

各講座　13:30 ～16:30　　　　　
　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。人数に制限があり
ますので、必ず電話にて下記までお
問い合わせください。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防署
　☎ 958-0119　　　

日 時 場    所

11 月 13 日㈯ 陵南の森　総合センター　
２階大広間

12 月 11 日㈯ 藤井寺市立市民総合体育館
第４会議室

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
固定資産税　  第４期分



21−はびきの　2010.11.1−

市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

お知らせ

年末調整説明会のお知らせ
～この社会あなたの税がいきている～
日時　11月26日㈮
　　　① 10:00 ～12:00　
　　　② 13:30 ～15:30
場所　すばるホール（富田林市）
対象　①富田林市・大阪狭山市・
　　　　堺市美原区・河南町の方
　②羽曳野市・河内長野市・藤井寺市・
　　太子町・千早赤阪村の方
　※①②の振り分けをしていますが、
　　都合のよい方でご参加ください。
　※年末調整関係資料は富田林税務
　　署から11月上旬に発送しますの
　　で、説明会当日にご持参ください。
　※�駐車場（有料）に限りがございます

ので車での来場はご遠慮ください。
問合せ　富田林税務署　
　☎ 0721-24-3281

羽曳野市立小・中学校　
講師希望者登録のお知らせ
　羽曳野市内の公立学校で、講師とし
ての勤務をご希望されている方は、ぜ
ひ登録してください。
　特に、国語・数学・理科の教員免許
をお持ちの方はぜひ登録してください。
ただし、登録された方がすぐに採用さ
れるわけではありません。
申込・問合せ　市教育委員会学校教
　育課へ履歴書を持参もしくは郵送 
　〒583-8585　誉田４丁目１番１号
　教育委員会学校教育課宛て
　内線4150

税理士による無料税務相談センター
日　時 11 月 17 日㈬　13:00 ～ 16:00
会　場 市役所 １階 税務相談コーナー
対象者 一般納税者で、税理士の関与がない方

相談内容 口頭による所得税・相続税や経理な
どに関する相談

相談時間 １人 30 分程度

予　約 電話申込による先着順
（予約状況により当日申込も可）

問合せ
申　込

近畿税理士会　富田林支部事務局
☎ 0721-25-6250

（月～金曜日　９:00 ～ 16:00）
※当日申込のお問合せも、上記までお願
　いします。

　本年度の羽曳野市役所における相談セ
ンターは今回が最終です。
　納税協会・府税事務所（いずれも富田
林市）でも開催しています。

戦後強制抑留者の皆様へ
　シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金の請求受付が、10月25
日㈪から始まりました。
対�象　戦後強制抑留者で平成22年６月
16日に日本国籍を有するご存命の方

※下記基金から請求書をお送りします。
　まだ、お手元に届いていない方は、
　当基金にお電話ください。
受付・問合せ　
　10月25日～平成 24 年３月31日
　独立行政法人平和祈念事業特別基金
　事業部特別給付金担当　
　☎ 0570-059-204
　（IP 電話、PHSからは03-5860-2748）
　平日９:00～18:00
　（土・日・祝日はご利用できません。）
　ウェブサイト http://www.heiwa.go.jp

クリーンピア 21
年末年始のご利用案内
休館日　
　12月30日㈭～平成 23年１月４日㈫
　※12月28日㈫ 平常どおり営業
　※12月29日㈬ 最終入館時間16:00
　　 閉館時間17:00
　※平成 23年１月５日㈬から平常ど
　　おり営業いたします。
　※12月29日は、２階フロア（大広間、
　　 和室、多目的室など、風呂）の利用
　　 は出来ません。
問合せ　柏羽藤環境事業組合　
　余熱利用施設　クリーンピア21
　☎ 975-2580　ウェブサイト  
　http://www.kashihafuji.jp

猫を飼われている方へまわりに
迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害
の苦情が多く市に寄せられています。
【飼い主の方へお願い】
○フン、尿は自宅の決まった場所
　でさせるようしつけましょう。
○野良猫と間違われないように首
　輪をつけるようにしましょう。
○野良猫などを増やさないためにも不
　妊去勢の手術を行なってください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
　ルールを守って正しく犬を飼いまし
ょう。途中で捨てたりせず、家族同様
に最後まで愛情もって飼いましょう。

【次のことを守って事故を防ぎましょう】
●しつけをしっかりとしましょう
●�散歩（運動）をするときは、犬を
十分制御できる人が丈夫な綱や
リードを付けてしましょう。また、
フンは持ち帰るなど飼い主が責
任をもって処理しましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
●飼い主は保健所に必ず咬傷届け
　をしてください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840
　大阪府藤井寺保健所　☎952-6165

環境衛生課よりお知らせ

不登校と登校しぶりの親の会
～同じ悩みを持つ親の集まりです～
日時　毎月第２水曜日　13:30 ～17:00
場所　LICはびきの　２階教育研究所
問合せ　 小池　☎ 955-9555

視覚サロンのお知らせ
　みんなで簡単にできるきのこカレーを作りませんか？
日時　11月17日㈬　10:30～12:30　場所　障害者総合支援センターはる２階
対象　視覚障がい者およびその家族　定員　10人　費用　参加費500円
締切　11月10日㈬
問合せ　障害者総合支援センターはる　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604

11月は児童虐待防止推進月間です
　「もしかしたら虐待？」と思ったら、「まちがいかも･･･」とためらわないで！
あなたが気づき、行動（連絡）することが子どもを救います。
　こんな子どもや家庭を見かけたら、連絡を！
□不自然な外傷（打撲・火傷など）がみられる　 □衣服が汚れている、元気がなく表情が暗い
□虚言、万引き、家出などの問題行動を繰り返す    □年齢にそぐわない性的な言動がみられる
□保護者が長期不在でいつも子どもだけでいる　 □登校させず、食事を与えられていない

□大声をあげ、子どもや家族に暴力をふるっている様子が感じられる
　  　　　　　　　　　【あなたの秘密は守られます。】
　　富田林子ども家庭センター　☎0721-25-2263（平日９:00～ 17:45）
　　羽曳野市子育て支援課　　　☎957-6000（平日９:00～ 17:30）
　　（※上記時間帯以外の夜間・休日専用　☎072-295-8737）
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羽曳野市青少年リーダー会　
会員募集！
　私たちと一緒に羽曳野市でボラン
ティア活動をしませんか？
募集要項
対象　羽曳野市に在住・在学の高校生、
　大学生（または相当年齢の方）
費用　年会費　2,000円
　　  （社会人は4,000円）
※中学生リーダーも同時募集いたします！

活動内容
●羽曳野市内にある各こども会での
　キャンプ、お楽しみ会、クリスマス
　会などでのゲーム
●羽曳野市主催キャンプへの参画
●他市リーダー会との交流キャンプ、
　研修会など

申込・問合せ　〒583-0882
　羽曳野市古市１-３-５
　羽曳野市立青少年センター
　羽曳野市青少年リーダー会　
　代表　小池　智与
　freegreen0216k@yahoo.co.jp
　詳しくはこちらまでメールください。

平成 23 年度　
大阪府環境農林水産総合研究所
農業大学校 学生募集中
募集　12月１日㈬～12月10日㈮
試験日　12月15日㈬
資�格　高等学校卒業もしくは同等の
学力のある方（年齢制限なし）で卒
業後、大阪府内で農業関係に従事
する志のある方

問合せ　農業大学校事務室
　☎ 958-6551

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
【高校同等教育】
 ・防衛大学校、航空学生などへの進学機会あり
 ・高卒資格取得

【国家公務員の身分と待遇】
 ・期末手当年２回・週休２日制
 ・年末年始および夏期休暇、年次休暇
 ・被服類、寝具、食事、宿舎費は無料

【『学び』が仕事】
 ・技術分野における陸曹を養成、
　将来幹部自衛官へ
応�募資格　日本国籍を有する中卒（見
込含）～17歳未満の男子

受付　11月１日㈪～平成 23年１月７日㈮
問合せ　自衛隊大阪地方協力本部
　富田林地域事務所　☎0721-24-3799

～子どもたちの豊かな読書のために～
　当市では、平成 19 年に「羽曳野市子ども読書活動推進計画」を策定し、地域の子どもたちが読書
に親しむための環境づくりに努めています。今年度は、大阪府地域福祉・子育て支援交付金を活用し、
児童書・学習用図書の団体貸出を行います。
●�小・中学校での調べ学習のために、図鑑・事典・テーマ別学習用図書のセット貸出を行ないます。
貸出の申し込みは、各学校の司書または図書館担当教諭を通じてお願いします。
●�幼稚園・保育園・留守家庭児童会・学級文庫・子育てサークル向けに、50冊程度の図書セットの
貸出を行います。貸出期間は、幼稚園・小 ･中学校は1学期間、その他は３カ月間です。ご希望の
方は、中央図書館までお申し込みください。なお、図書セットの数には限りがありますので、貸出
の受付は先着順とさせていただきます。

申込・問合せ　中央図書館　☎ 950-5501

11月は、バスに乗ってお得なパスを手に入れよう！
  ～エコなおでかけプロジェクト～  『バス de おトクなキャンペーン』
内�容　11月の１カ月間、バス車内などで手に入る「おでかけパス」で色々な施設
　　でサービスなどが受けられます。

　●�おでかけパスは大阪府内のキャンペーン対象の路線バスで手に入ります。
　●�おでかけパスは、予定枚数になりしだい、キャンペーン期間中でも配布を終了します。
　●�さらに、京阪バスでは、11月の土・日・祝日の10日間、大人１人のご乗車につき、

同伴の小学生以下２人まで無料となります。バスを降りる時に、小学生以下の
方が「エコファミリー」と言って降りてください。※定期券利用の方は除きます。
タウンくる（寝屋川市域、守口市域）、四條畷市コミュニティバスも対象です。

問合せ　府民お問合せセンター「ピピっとライン」　
　　　　#8001または ☎ 06-6910-8001　平日９:00～18:00（土・日・祝日は休）
　　　　ウェブサイト　http://www.pref.osaka.jp/toshikotsu/bustoku/

近畿圏交通実態調査へのご協力ありがとうございます
　ご回答頂きました内容は、将来のまちづくりや交通計画などを検討するために
使用させて頂きます。まだご回答頂いていない方も、ぜひご協力をお願いします。
また、どなたでもインターネット（https://kinki-pt.jp）で回答することができます
ので、ご協力をよろしくお願いします。
問合せ　大阪府都市交通課　府民お問合せセンター「ピピっとライン」
　　　　☎ 06-6910-8001

第６回市長杯　はびきの子ども将棋大会（無料）
日時　11月28日㈰ 10:00 ～　会場　青少年児童センター
対象　市内在住・在学の小・中学生
申�込　希望者は参加申込書を青少年児童センター（向野）、青少年センター（古市）
のいずれかにご持参ください。申込書は両施設に置いています。（ファクス申込可）
　11月12日㈮～26日㈮

　［Ａクラス］５級程度以上     ［Ｂクラス］６級まで     ［Ｃクラス］初級
問合せ　市長杯はびきの子ども将棋大会事務局　新田　☎･ＦＡＸ 952-8733

駅前放置自転車クリーンキャンペーン
　自転車は便利で身近な乗り物ですが、利用者のマナーの欠如により、市内の鉄道駅周辺な
どに、大量かつ無秩序に自転車が放置されています。
　これらの放置は、街の美観を損ねるだけではなく、歩行者の通行の妨げになるなど、道路
や駅前広場の機能を著しく低下させる要因となっています。
　そこで、11 月を「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」と定め、関係機関 ･ 団体が連携
し、集中的に広報 ･ 指導 ･ 撤去などを行なうことにより、広く市民に、「自転車の放置はしな
い！させない！」という意識の高揚を図って参ります。今後も放置自転車のないきれいで安
全なまちづくりの推進に、市民の皆様のご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　  （道路課）

研志会会員による無料法務相談（要予約）
日時　11月28日㈰・12月26日㈰　13:30 ～16:30
場所　市役所Ａ棟中東会議室
内�容　相続、遺言書、許認可、保険、労働問題、その他日頃の法律上の悩み事。
　当日の相談は、研志会会員の行政書士、社会保険労務士が担当します。
申込・問合せ　NPO法人研志会  （城） ☎ 938-0585
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講　座

広 

告

歌声くらぶ  

【市民会館】☎ 958-2311　　　　日時  11月９日㈫  10:00 ～11:30
【石川プラザ】☎ 950-2002　　　日時  11月16日㈫  14:00 ～15:30
【丹治はやプラザ】 ☎ 937-2355　 日時  11月30日㈫  14:00 ～15:30
講師　喜多 光三 氏　   費用　500円（初回の方は、900円　歌集込み）

募講生講 受座 集　　 講座募集にあたって
○各講座とも申し込み開始時間の時点で定員を超えた
　場合は抽選となります。
○定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締
　め切りとさせていただきます。
○申し込みは本人が直接講座開催館にて、申し込み願います。
○受講料は講座を欠席されても返金できません。

市民会館  ☎ 958-2311

MOMO プラザ  ☎ 957-5553

石川プラザ  ☎ 950-2002

（財）羽曳野市施設管理公社

料理教室①②
日時　①第２・４ 土曜日
　　　②第２・４ 金曜日
　　　　10:00 ～12:00
講師　①網本 かほる 氏
　　　②末吉 明美 氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受け付け

パソコンマスター講座
開催日時　毎週 月・木・土
　①10:00 ～11:20
　②11:30 ～12:50
　③14:00 ～15:20（木曜のみ）
　④19:30 ～20:50（木曜のみ）
講師　NPO法人きんきうぇぶ
コース　ワード、エクセル、
　　　　その他相談に応じます。
費用　５回6,000円  チケット制
　　  （テキスト代各コース900円）
申込　随時 １階受付カウンター

石川寄席
日時　11月14日㈰　14:00 開演
　　　13:30 開場
出演者　笑

しょうふくてい

福亭　風
 ふうきょう

喬
　　　　笑

しょうふくてい

福亭　鉄
てっぺい

瓶
費用　入場料 600円
　　　（未就学者は入場できません）
チケット販売所
　石川プラザ・ＭＯＭＯプラザ･
　丹冶はやプラザ･市民会館

　教えて！　消費生活Ｑ＆Ａ
Ｑ .� 電話で、銀行に預けるより利息がいいと言われ、上場前の未公開株を 50 万円で
　　購入したが、約束の配当もなく業者と連絡がとれなくなった。
Ａ �. 最近、事例のような未公開株や商品先物取引などの投資に関する  相談が増えていま

す。「値上がり確実」や「利息が高い」など高配当をうたい、出資や投資の勧誘をす
る商法を利殖商法といいます。事例のような未公開株は、ほとんどの場合譲渡が制限
されており一般に出回ることはありません。未公開株の販売ができるのは、未公開株
の発行会社か証券業の登録を受けた証券会社に限られています。未公開株の勧誘や販
売については、違法行為の可能性もあり十分注意が必要です。さらに事業者が連絡不
能になると、被害回復は難しくなります。投資の経験や知識のない消費者が取引する
には、リスクが大きいといえます。必ずもうかる投資話はありません。勧誘されても、
内容がわからない商品は、あいまいな返事をしたり、急いで契約せずに家族や消費生
活相談窓口に相談しましょう。

　【消費生活相談】　毎週月・水・金曜日　10:00 ～ 15:00（水曜日は 14:00 まで）
　　　　　　　　　要電話予約　産業振興課　内線 2780

福祉教養講座　干支の折紙講習会参加募集
日時　12月３日㈮　13:30 ～15:30　  場所　市役所別館 ２階研修室１・２
対象　視覚障がい者　 費用　500円　 定員　10人
問合せ　社会教育課　内線4450・4451

「ボランティア パソコン講座」
受講者募集（パソコン交流館）
　パソコン初心者には、１～３人につき講
師１人が担当しますので、気軽に質問がで
きます。10分程度交流の場を持ちます。
日時　11月10日㈬・17日㈬・24日㈬
　　　14:00 ～16:00
会場　市民会館４階  第９会議室
定�員　６人（定員を超えた後の申し込
み者には、日時変更などの相談をさ
せていただきます。）

費�用　１回400円（計1,200円。１回
目の講習日に一括してお支払いくだ
さい。テキスト代などすべて込です。）

申込　①パソコン入門講座（初めてパ
　　　　ソコンを使われる方）　
　　　②エクセル入門講座　
　　　③デジカメ画像処理講座　
　３つのコースの内、いずれか１つのコ
　ースを選び、電話で申し込みください。
　☎ 956-4197 
　携帯 090-3725-2528　　
　パソコン交流館　国沢 直史
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民森 公陵 の南    ☎952-2751　ＦＡＸ952-1303館

陵南亭いっぷく寄席
陵南の森公民館主催
　４年目を向かえた陵南の森公民館の
落語はいかがですか。ぜひ、お越しく
ださい。

《笑福亭 仁智 作》
 「ヘイ！タクシー」夢屋 風六 氏

《桂 三枝 作》
 「じいちゃんホスト」河内家 雷三 氏
 「七度狐」夢屋 我風 氏
会場　陵南の森老人福祉センター
　　   ２階大広間
日時　12 月４日㈯　14:00 開演
木戸銭　無料
※整理券を 11 月８日㈪から陵南の
　森公民館で発行します。
※土日祝を除く９:00 ～ 17:00 まで

「きりえサークルはびきの」陵南の森公民館グループ公開講座
 来年の干支「卯」の色紙をきりえで作ります。
講師　前田 尋 氏
日時　11 月 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00　 会場　陵南の森２階会議・視聴覚室
定員　30 人（先着順）　費用　900 円（当日徴収）※ 材料道具類は用意します。
申込　小沢  ☎ 938-8452　　西岡  ☎ 953-2955

羽曳野塾（移動公民館事業）～みつけよう楽しい仲間～			 
　あなたの街で気軽に楽しく手づくり講座をしませんか？
　この講座開催を希望される地域の団体、グル－プなどは、陵南の森公民館に
申し込みしてください。なお、申し込み多数の場合は、書類選考の上、順次開
催いたします。
内容・身体の健康づくり（手軽にできるストレッチ体操）				  
　　・手作り講習会（パッチワ－ク、折り紙、フラワ－アレンジメント、料理、押し花ほか）
　　・その他の講座 ( 教養など）							     
　　＊申し込みは希望に応じて内容を協議して決定します。			 
費用・講師謝礼は、公民館が負担します。（8,000 円以内）
　　・材料費などは、受講者の実費負担とします。
会場・地域の集会場、社会教育施設、コミュニティセンターなど
募集団体数
　４団体。( 原則として平成 21 年度までの交付団体は除く ) 参加者全員が在住
　または　在勤する者で、おおむね 30 人以上の団体であること。
申込・陵南の森公民館（土・日・祝日を除く）
　　　◇詳しいことは、陵南の森公民館までお問い合わせください。
　　　◇陵南の森公民館　☎ 952-2751

陵南の森公民館グループ連絡協議会「公開講座」
講座名 内容 講師名 開催日時・定員 申込受付場所など 問合せ

筝曲雅会
体験講座

お琴に興味をお持ちの方
へ、この機会にお琴を弾
く体験をされませんか

早野 玲有穂
11 月 12 日㈮【10 人】
10:00 ～ 11:30

当日９:30 に会場の２階和室へ（無料）
 筝曲雅会 
 辻岡 光子 
 ☎ 956-7062

やさしい
マジック

カード（トランプ）を使
った、初心者向けのマジ
ックを練習します

帰天斎 正紅
11 月 18 日㈭  【５人】
19:00 ～ 21:00

11/ ８㈪ ９:30 ～ ( 締切 11/15 ㈪）無料
受付は陵南の森公民館事務所横です。

 マジック・クラブ
 岡田 忠 
 ☎ 956-9176

毛筆で年賀状を
「墨跡鮮やかな賀状」には
心を打たれます。毛筆で年
賀状を書く練習をします

山口 隆美
11 月 19 日㈮【10 人】
10:00 ～ 11:30

11/15㈪９:30～(締切11/17㈬）￥300
受付は陵南の森公民館研修室１です。
※用具があれば持参してください。

 洗心書友会 
 大見 豊明 
 ☎ 955-9453

新舞踊の会
和やかな雰囲気の中で曲
に合わせて楽しく踊りに
親しみましょう

藤扇 寿々祥
11 月 19 日㈮【10 人】 
12 月  ３ 日㈮【10 人】
13:30 ～ 14:30

当日 13:00 に会場の２階和室へ（無料）
※うちわを持参してください。

 ひなぎく民舞会
 森川 有佐子 
 ☎ 958-3916

茶道
初めての方も歓迎いたし
ます。通常の稽古は第
1･3 水曜日の 19:00 です

藤本 章子
11 月 21 日㈰　【５人】
13:30 ～ 16:30

11/15㈪９:30～(締切11/19㈮）￥250
受付は陵南の森公民館研修室１です。

 きさらぎ会 
 坪田 紗佑里 
 ☎ 090-2198-9910

心にしみる
抒情歌を

楽しく歌おう

懐かしい名曲・唱歌・抒
情歌が思いきり歌える至
福の講座です

井上 一
11 月 22 日㈪【30 人】
19:00 ～ 21:00

11/15 ㈪９:30 ～ ( 締切 11/19 ㈮）無料
受付は陵南の森公民館研修室１です。

 さわやか名曲クラブ 
 秋山 弥 
 ☎ 938-4178

七福神
ゆめのキルト

同好会

新年の招福を祈り、南天
の枝に七福神を赤い舟に
乗せて飾ります

ゆめのキルト
同好会

11 月 25 日㈭【20 人】
10:00 ～ 12:00

11/15㈪９:30～(締切11/19㈮）￥500
受付は陵南の森公民館研修室１です。
※はさみ・針など必要

 ゆめのキルト同好会 
 藤田 扶美子 
 ☎ 938-1482

木目込人形
干支講習会

ウサギのボディーに、布
地をヘラで入れ込んで（木
目込む）作品を作ります

増田 真遊紀
12 月 1 日㈬　【15 人】
13:00 ～ 16:00

11/15㈪９:30～(締切11/19㈮）￥1.500
受付は陵南の森公民館研修室１です。
※エプロン・手拭き・手芸はさみなど必要

 若葉会 
 三好 久美子 
 ☎ 953-4683

楽しい冬の
寄せ植え

クリスマス・お正月も鑑賞
できる寄せ植え講座です

田辺 加代
12 月７日㈫　【29 人】
13:30 ～ 15:00

11/15 ㈪９:30 ～　￥1.800
受付は陵南の森公民館研修室１です。
※エプロン・手拭き・手袋など必要

 陵南の森公民館 
 ☎ 952-2751

【注意事項】  ①材料費などは申込時に徴収します。釣銭のないようにお願いいたします。
　　　　　  ②各公開講座とも定員になりしだい締め切ります。 ③電話での申し込みは不可です。
　               ④受付時には氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。 ⑤対象は市内在住、在勤、在学者です。
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講　座

初心者、シニアの方中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」
参加者募集のお知らせ
　「Word 年賀状作成講座（宛名・文面）」を開講致します。

費用　1回 900 円　定員　午前・午後 各先着 15人（定員になりしだい締め切り。）
場所　LIC はびきの ３階小会議室または、羽曳野市民会館のいずれかになります。
持物　ノートパソコンをご持参ください。（レンタル可。台数制限あり）
申込　各講座とも、お電話で受付け致します。※詳細は、お電話でご説明致します。
　　　パソコンサークル ステップ　山田 智子　☎ 090-6608-5799

日程・場所 時   間 内　容
初・中 11 月４日㈭

LIC はびきの C
13:00 ～ 15:00  Word 年賀状作成講座ウィザード使用（宛名）

初級 15:00 ～ 17:00  Word テキストボックス （12 日の年賀状受講者は必ず参加してください）

中級 11 月９日㈫
市民会館３階
第７会議室

10:00 ～ 12:00  Excel 日付を計算しよう   TODAY・DATEDIF 関数　new ！

初級 13:00 ～ 15:00  Excel 住所録

個別 15:00 ～ 17:00  個別指導 110 番

初・中
11 月 12 日㈮
LIC はびきの C

13:00 ～ 15:00  Word 年賀状作成講座（文面）　new ！
 （用紙の設定からオリジナルの文面を作成）

個別 15:00 ～ 17:00  年賀状個別作成  年賀状を完成しましょう 
 （各自自由に来年の年賀状を作成しましょう）

中級 11 月 18 日㈭
市民会館２階
フリールーム

10:00 ～ 12:00  Excel データの並べ替え　new ！

初級 13:00 ～ 15:00  Word 簡単カレンダー作成

個別 15:00 ～ 17:00  個別指導 110 番

中級 11 月 26 日㈮
LIC はびきの A

13:00 ～ 15:00  Word クリスマスカード作成    ※ new ！

初級 15:00 ～ 17:00  Excel 便利な機能①　オートフィル機能など

中級 11 月 30 日㈫
市民会館２階
フリールーム

10:00 ～ 12:00  Word タブ　 new ！

中級 13:00 ～ 15:00  Word クリスマスカード作成    ※ new ！

個別 15:00 ～ 17:00  個別指導 110 番

講 座 名 内　容 開 催 日 時 間 定 員 費 用 持　物
 着付教室   普段着から礼装まで    12 月３･10･17 日㈮

19:00
～

21:00

８人     300 円  着物一式（習いたい種類の着物）
 干支の色紙づくり   和紙折り紙で作る干支の色紙   12 月 10 日㈮ 12 人     300 円 ＊＊＊＊＊＊
 ブリザーブドフラワー   ブルザーブドフラワーのアレンジメント   12 月８日㈬ ８人  3,000 円 ＊＊＊＊＊＊
 お正月飾り   お正月を彩る飾り   12 月 22 日㈬ 10 人  1,000 円 ＊＊＊＊＊＊
 フラワーアレンジメント   クリスマス・正月を楽しめるアレンジメント   12 月 20 日㈪ 15 人  2,300 円  花ばさみ
 トールペイント   お正月用の飾り   12 月１･15 日㈬ ８人     800 円 ＊＊＊＊＊＊
 みそづくり   自分でみそを作ります   11 月 26 日㈮ 20 人  2,200 円  みそ持ち帰り用の容器

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

～

人権文化センター講座生募集

受付　11 月９日㈫ ９:00 ～11 月11日㈭ 17:00　※ 受け付け初日のみ１講座１人の申し込みです（ただし、定員になりしだい締め切ります）	
会場　市立人権文化センターほか	　　対象　市内在住・在勤・在学者の方（着付教室は女性の方だけ）
申込　人権文化センターへ直接または、☎ 955-4556まで

「やさしいエクセル教室」受講者募集  羽曳野 IT サポート会
　文字入力、マウス操作ができる方を対象としたワンステップアップの講座です。

会場　市民会館４階  研修室　 対象　20 歳以上の市民・市内在勤で初心者の方
費用　1,000 円（テキスト代含む）   定員　14 人（応募者多数の場合は、抽選）
申込　往復はがき往信面の裏面に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無
　　　記入無効）、生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、
　　　11 月10 日㈬必着にて下記住所にご応募ください。
　　　〒 583-8585　羽曳野市誉田４-１-１羽曳野市役所・
　　　市民協働ふれあい課気付、羽曳野 IT サポート会宛
問合せ　羽曳野 IT サポート会 真銅　☎ 956-2216　携帯 090-8531-6338　

講習日 時間 講習内容

12 月２日㈭
13:30

～
16:30

 「住所録」の作成－１
 ○ データの入力・修正  ○ 列幅の調整  ○ 行・列の挿入  ○ オートフィル機能

12 月９日㈭  「住所録」の作成‐２
 ○ データの編集  ○ 罫線の作成  ○ シート名の変更  ○ シートのコピー、削除

12 月 16 日㈭  「お小遣い帳」の作成
 ○計算の基礎  ○様式作成とデータの入力  ○計算式の設定  ○グラフの作成

～

陵南の森生きがい情報センター

　パソコンに不安をお持ちの方でも
気軽に受講できるセミナーです！ 
　パソコンのない方でも受講できます。

［ワードの基礎から応用コース］
　文字入力・文書作成・はがき作成・
　表作成・編集・その他

［エクセルの基礎から応用コース］
　文字入力・データ作成・グラフ作成・
　表計算・関数・家計簿作成・文書
　作成・その他

［デジカメコース］
　デジカメ写真をパソコンに取り込み、
　年賀状などを写真はがきで作成する

［インターネットコース］
　ウェブサイトの見方、検索・メールの送受信
日程　週１回２時間　全５回　

　（デジカメ・インターネットコースは、

　 全１回 ２時間）

時間　各コース  ※金曜日は午前のみ

　① ９:30 ～11:30 ② 12:30 ～14:30  

   ③ 15:00 ～17:00

費用　10,000 円テキスト込み

　（デジカメ・インターネットコースは、

　  2,000 円テキスト込み）

会場　陵南の森生きがい情報センター内

申込・問合せ　

　随時（平日９:30 ～17:00）

　河内飛鳥 UNIC 会　☎ 931-1900

 マンツーマン・パソコンセミナー

食とみどり技術センター府民教室
第６回「卵の品質よもやま話」

日時　11 月19 日㈮　13:30 ～15:30

　　　申込不要　参加費無料

問合せ　食とみどり技術センター

　☎ 958-6551
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バスハイク－みかん狩りと奈良公園－ 
主催 はびきの障害児者スポーツクラブ
日時　11 月７日㈰　小雨決行
　（大雨の場合：海遊館）
　市役所 集合８:30　　
　市役所 解散 16:00 ～16:30
定員　60人　 費用　別途負担　　
締切　11 月３日㈷
問合せ　川畑　☎ 958-8865

広 

告

はびきの市民大学　単発受講生募集
 講座 ①　新聞の現状「今」を学ぶ ～移り行くメディア環境の中の新聞の役割は～

  11 月  ７ 日㈰ 10:30 ～ 12:00  現場で考える日本の新聞の課題
  11 月 14 日㈰ 10:30 ～ 12:00  新聞記者の仕事
  11 月 21 日㈰ 10:30 ～ 12:00  新聞号外の社会史
  11 月 28 日㈰ 10:30 ～ 12:00  市民が作った韓国の新聞～ハンギョレ新聞の創刊～

 講座 ②　「人間力」に迫る
  11 月  ７ 日㈰ 13:00 ～ 14:30  学問に学ぶ：いきる
  11 月 14 日㈰ 13:00 ～ 14:30  瞑想に親しむ
  11 月 21 日㈰ 13:00 ～ 14:30  論語に学ぶ
  11 月 28 日㈰ 13:00 ～ 14:30  ボランティア活動の現場から－つながる力をはぐくむ－

 講座 ④　子育て現場・最前線
  11 月 10 日㈬ 10:30 ～ 12:00  集団生活から見える子どもの姿
  11 月 17 日㈬ 10:30 ～ 12:00  再就職支援セミナー
  11 月 24 日㈬ 10:30 ～ 12:00  子どもと共に楽しく学ぶ絵本の世界

 講座 ⑤　快適な人生（ＱＯＬ）をめざして
  11 月 17 日㈬ 13:00 ～ 14:30  油（あぶら）に関する最近の話題
  11 月 24 日㈬ 13:00 ～ 14:30  肩こりを考える

 講座 ⑥　作品でたどるロマン派音楽史
  11 月 10 日㈬ 15:00 ～ 16:30  霊感の源ゲーテ　その２：ヴィルヘルム・マイスター
  11 月 17 日㈬ 15:00 ～ 16:30  ロマン派の理想　ベートーヴェンの交響曲
  11 月 24 日㈬ 15:00 ～ 16:30  器楽によるドラマ　ベルリオーズの《幻想交響曲》

 講座 ⑦　「オペラと歌舞伎」入門
  11 月  ６ 日㈯ 10:30 ～ 12:00  オペラに入門曲なし？
  11 月 13 日㈯ 10:30 ～ 12:00  オペラと一口に言っても？
  11 月 20 日㈯ 10:30 ～ 12:00  歌舞伎って ､ どんなもの？なぜ ､ 今でも人気あるの？
  11 月 27 日㈯ 10:30 ～ 12:00  最初に取っ付きやすいオペラとは？

 講座 ⑧　「人間力」に迫る
  11 月  ６ 日㈯ 13:00 ～ 14:30  あなたの故郷も限界集落！？
  11 月 13 日㈯ 13:00 ～ 14:30  中国文化と日本文化の基本的な相違について
  11 月 27 日㈯ 13:00 ～ 14:30  ハッピー！キャリアデザイン

 講座 ⑨　「情報」が社会にもたらしたもの
  11 月  ６ 日㈯ 15:00 ～ 16:30  テレビ・メディアの特徴と現在
  11 月 13 日㈯ 15:00 ～ 16:30  家族の変容に果たしたテレビの役割
  11 月 20 日㈯ 15:00 ～ 16:30  生活の情報化　産業の情報化
  11 月 27 日㈯ 15:00 ～ 16:30  インターネット社会の課題

 講座 ⑩　市民が語る「大阪南河内の歴史遺産」
  11 月 11 日㈭ 19:20 ～ 20:50  奥河内・ぐるっとまちじゅう博物館「河内長野」
  11 月 25 日㈭ 19:20 ～ 20:50  富田林と寺内町

定員　各講座 60人になりしだい締め切ります。
費用　受講料 800 円　　場所　LIC はびきの　３階 視聴覚室
申込　電話または直接来室でお申し込み。氏名・年齢・住所・電話番号・講座題目
　　　をお伝えください。申し込みは対象講義日の１週間前～前日までとなります。
 【はびきの市民大学】　〒 583-0854　軽里１丁目１番1号　
　　　　　　　　　　羽曳野市立生活情報センター（LIC はびきの）内
　　　　　　　　　　☎ 950-5503　ＦＡＸ 950-5650　

エコクッキング教室
－キッチンから始める環境改善－
　食べ物やエネルギーを大切にする暮
らしは、地球にやさしく、経済的です。
買い物や料理法をほんの少し工夫し
て、楽しく美味しい料理を作りましょう。
日時　11月19 日㈮　10:00 ～14:00
場所　丹治はやプラザ　調理実習室   
定員　18 人（先着順）
講師　料理研究家　川北 宏美　
費用　500 円
申込・問合せ　11 月１日㈪～12 日㈮
　電話で受付します。
　環境衛生課　内線 2820・2830

「感染予防のための手洗い講習会」
内容　講義・演習（手洗いを特殊な機
　器でチェック！）
日時　11月 27 日㈯　13:30 ～15:30
場所　大阪府立大学羽曳野キャンパス
費用　参加費無料（粗品進呈）
申�込　名前・連絡先（住所・電話番号）

を添えて1件につき２人以内でファ
クスにてお申し込みください。

締�切　11月19 日㈮　17:00　
　※�応募者多数の場合は抽選とし、当選

された方のみ連絡させて頂きます。
問合せ　代表 齋野貴史　
　☎ 950-2111    ＦＡＸ 950-2121　
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人権啓発フェスティバル「ハートフルおおさか 2010」開催
　大阪らしい「人権文化」の発信というコンセプトに基づき、さまざまな人権課題に
ついて、“気づき”の体験をしていただける「人権啓発フェスティバル」を開催します。
日時　11 月６日㈯・７日㈰　10:00 ～17:00
会場　アジア太平洋トレードセンターホール　　費用　入場無料
内容　「小錦八十吉さんのトークショー」「平松愛理さんのコンサート」
　　　「和泉元彌さんと池坊美佳さんのトークセッション」など
　　　「それいけ！アンパンマンショー」「桂かい枝さんの英語落語体験会」
問合せ　府民お問合せセンター（ピピっとライン）
　　　　☎＃ 8001または 06-6910-8001　ＦＡＸ 06-6910-8005
　　　　詳しくは、大阪府府民文化部人権室ウェブサイトをご覧ください。
　　　　http://www.pref.osaka.jp/annai/moyo/detail.php?recid=6591

高鷲保育園ビッグバザー
日時　11月28 日㈰　10:00 ～14:00
場所　高鷲保育園 園庭
内容　バザー、飲食コーナー 
　※バザー物品の提供をお願いします。
　　ご連絡ください。
　※バザー当日は、駐車場はありません。
　　徒歩または自転車でお越しください。
主催・問合せ　高鷲保育園
　ビッグバザー実行委員会　☎ 953-3883

11月は子ども・若者育成支援強調月間
　羽曳野市では 11 月13 日㈯９:45 からＬＩＣはびきのホールＭにおきまして青少年
健全育成推進大会ならびに羽曳野市PTA 連絡協議会の全体研修会を開催致します。
　羽曳野市は、青少年健全育成宣言都市です。今年は、毛受 矩子教授（四天王寺大学）
を講師に迎え、「共に考えよう 子ども虐待予防」と題して講演をしていただきます。
　多数の皆様のご参加をお待ちしています。
問合せ　社会教育課　内線 4452

秋の福祉ビッグバザー
　働く障がいがある人たちの、よりよい生
活づくりのためにバザーを開催いたします。
日時　11月20 日㈯　10:00 ～15:00
　　　11月21日㈰　９:00 ～12:00
場所　翠鳥園遺跡跡公園横空き地　
※バザー物品の提供をお願いします。
　お電話いただければ、こちらから取
　りに伺います。（大型の物や電化製
　品、本はお引き取りできません。）
締切　11 月16 日㈫
主催・問合せ　ふたかみ福祉会後援会
　☎ 957-4041　ＦＡＸ 957-2215

第14 回バードウォッチング
日時　11月23 日㈷　９:30 ～12:30
　小雨決行・予約不要
場所　集合：古市駅踏切、近商側時計下
講師　日本野鳥の会　藤浦 氏
費用　300 円（資料代）
問合せ　環境ネットワークはびきの
　大見　☎ 958-1525

南河内観光 PR キャラバン
in まつばらマルシェ
　南河内の魅力を広く知っていただく
ため、「まつばらマルシェ」に出店します。
日時　11月13 日㈯　10:00 ～15:00
　　　11月14日㈰　10:00 ～16:00
場所　松原中央公園
内容　●南河内地域の特産品の展示・販売
　●観光冊子の配布、観光パネルの展示
　●キャラクター着ぐるみの出演など

問合せ　華やいで大阪・南河内観光
　キャンペーン協議会事務局
　藤井寺市市民生活部経済観光課
　☎ 939-1086

親子ふれ愛（ふろ愛）

11月7・14・21・28日㈰

　保護者同伴の
子ども（小学生以
下）の市内銭湯
無料入浴デー、
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同伴
でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合は
　前日の土曜日です。

   

第16 回　大阪菊花会菊花展
　大阪菊花会が『菊花展』を開催して
おり大菊花壇、盆栽花壇、総合花壇、
だるま花壇、福助花壇など多数会場に
展示されています。ぜひご来場ください。
期間　11 月12 日㈮まで
会場　陵南の森総合センター 玄関前

問合せ　大阪菊花会 ･花川　
　携帯 090-3275-6360　
　みどり公園課　内線 2420

第 23 回関西矯正展の開催
主催　大阪矯正管区、大阪刑務所
　㈶矯正協会刑務作業協力事業部
協力　大阪管内矯正施設および管外
　刑事施設
後援　社会を明るくする運動　
　大阪府推進委員会
日時　11月13 日㈯　10:00 ～16:00
　　　11月14日㈰　10:00 ～15:00
場所　大阪刑務所敷地内
　　　堺市堺区田出井町６-１
費用　入場無料
問合せ　大阪刑務所　作業部門
　☎ 072-238-8269

広 

告
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第 14 回 むかいの南食ミートミートフェア
ミートミートフェアは、お肉の（Ｍｅａｔ＝ミート）を中心とした食文化を通して生命の尊さにふれ、多くの人との出会い（ｍｅｅｔ＝
ミート）を通して、人とのぬくもりを伝え会うという２つの願いを込めて開催してきました。特にアジアの文化・食文化にも触れ合って
いただく事と、BSE（牛海綿状脳症）についても正しい情報を伝えていく場にしたいと願っています。

  
　
　  
催
　
　
し
　

【ふれあいステージ】
　・ぴったしカンカン（お肉の重さ当て）
　　（※当日 10:00 ～先着 30 人受付）
　・アジア文化交流・お肉のせり売り
　・大抽選会（抽選券は当日配布）

【遊びコーナー】
　・ケロケロフロッグ、ビッグヨーヨー
　　スーパーボールすくいなど

【軽食コーナー】
　・アジア食文化屋台店
　・ふれあい豚汁（※ 1,000 人無料）

【物産コーナー】
　・ミートバザール
　・物産即売会

【お肉何でも相談コーナー】
　・ミートセンター施設説明

主催　むかいの南食ミートミートフェア実行委員会
　　　（向野 2-8-2）☎ 954-8201　ＦＡＸ 955-7042
後援　近畿農政局 ･ 大阪府・羽曳野市・羽曳野市教
　　　育委員会・羽曳野市観光協会・羽曳野市人権
　　　啓発推進協議会 ･ 世界人権宣言羽曳野連絡会
　　　議・羽曳野市企業人権連絡会・羽曳野市雇用　
　　　開発協会・羽曳野市商工会・㈱みのりの里・

大阪南農業協働組合・（医）埴生診療所・ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり

▲第 13 回むかいのミートミートフェア、物産展
　コーナーの様子。
　第 14 回も数多くのコーナー、屋台などで楽し
　んでいただけます。

日時　11 月 21 日㈰（雨天決行）10:00 ～ 14:30
会場　市立青少年運動広場（南食ミートセンター前）
　　　向野 3-1-33　近鉄高鷲駅から南へ徒歩 20 分

おおさか「山の日」スタンプラリー in 南河内 2010
　大阪府では 11 月を山に親しむ推進月間としており、昨年に引き続きスタンプラリー
を開催します。スタンプと台紙は、10 カ所のスタンプ設置場所を訪れるか、11 月13 日
㈯の「二上山クリーンハイキング」など、12 の関連イベントに参加するとゲットできます。
日　程　10 月30 日㈯～11 月 28 日㈰
問合せ　大阪府南河内農と緑の総合事務所・緑地整備課　
　　　　☎ 0721-25-1131（内線 275）平日９:00 ～17:30
　　　　大阪府ピピッとネット（http://www.pref.osaka.jp/annai/）
　　　　（http://www1.odn.ne.jp/afn-minamikawach/02/yamanohi2010.html）
主　催　南河内地区森づくりサポート協議会（大阪府、羽曳野市、ＮＰＯ法人など16 団体で構成 )

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
日時　11 月15 日㈪、12 月15 日㈬
費用　１人あたり１回100 円
利用できる施設
　新高鷲温泉、紅梅湯、古市温泉、
　羽曳野温泉（11 月のみ16 日㈫）
問合せ　福祉支援課　内線 1211

　古市古墳群を守り、伝えるために、両市の市民がいっしょになって説明を聞きながら古墳を歩き、
清掃活動を行なう企画の第２弾です。ふるってご参加ください。
開催日時　11月27日㈯　９:30スタート（９:00受付）　 集合場所　羽曳野市役所集合（雨天中止）
ル ー ト　市役所 ･･･ 史跡応神天皇陵古墳外濠外堤 ･･･ 同古墳拝所 ･･･ 大鳥塚古墳 ･･･
　　　　　古室山古墳 ･･･ 東高野街道 ･･･ 東馬塚古墳 ･･･ 栗塚古墳 ･･･ 誉田八幡宮（解散）
※�ゴミ袋と手袋は用意しますが、金バサミなどは必要に応じて各自でご持参ください。ウォークや清

掃活動に合った服装と靴で参加ください。事前に羽曳野市世界遺産登録準備室へお電話で、参加者
（団体の場合は代表者 ) の方の住所・氏名・連絡先・参加人数をお知らせください。

 古市古墳群を訪ね、守る　第２回ウォーク＆クリーン 「古市古墳群最大の応神陵古墳と古室山古墳」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　 主催：古市古墳群世界文化遺産登録推進連絡会議（羽曳野市・藤井寺市）

※市民ギャラリーで開催しておりました“絵図に描かれた古市の古墳たち”は12月５までの開催となっておりましたが、10月24日㈰までの誤りでした。
　現在は終了しております。お詫び致します。 問合せ　羽曳野市世界遺産登録準備室（内線 4480）
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「犯罪被害者週間」啓発事業
　だれもが安心して暮らすことができる大阪の実現をめざし、「犯罪被害者週間」に、関
係機関などと連携し、以下の啓発事業を行ないます。
　 主催 : 大阪府・大阪市・大阪府警察・NPO 法人大阪被害者支援アドボカシーセンター

　  後援 : 大阪府被害者支援会議

●街頭啓発キャンペーン●　　
　日時  11 月 23 日㈷ 14:00 ～  場所　JR 大阪駅構内  内容　啓発グッズの配布
●「犯罪被害者週間」啓発展●　　
　日時  11 月 24 日㈬～12 月１日㈬９:00 ～17:30（土・日除く）　
　場所  大阪市役所正面玄関ホール　　
　内容  被害者団体や支援団体などと連携し、パネルなどを展示
●「犯罪被害者週間」オープニングセレモニー●　
　日時  11 月 25 日㈭ 12:15 ～13:00　場所  大阪市役所正面玄関（荒天時 中止）
　内容  大阪府警察音楽隊による演奏・啓発グッズの配布など
　※この他、大阪被害者支援アドボカシーセンターでは、「被害者ホットライン】として、

　　 11 月 29 日㈪に電話相談の受付時間を 20:00 まで延長します。

問合せ  大阪府政策企画部青少年・地域安全室治安対策課 企画グループ　
　　　  ☎ 06-6944-6512　ＦＡＸ 06-6944-6649

広 

告

みなみかわち歴史ウォーク　第２回 寒椿薫る錦織の丘から、狭山池・歴史の水
み な も

面を訪ねて
　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、今なお残る歴史をテーマに、
古墳、社寺、文化遺産など歴史を訪れるハイキングを行ないます。
日時　　11 月 28 日㈰　富田林市役所 集合・受付　９:30 ～10:00
　　　　※参加自由（事前申込不要）、雨天決行（※ 荒天中止）
費用　　無料（拝観料などは自己負担）
コース　近鉄富田林西口駅･･･富田林市役所（スタート･ 受付）･･･ 錦織神社･･･
　　　　錦織公園･･･ 陶器山･･･極楽寺観音院 ･･･狭山池･･･さやか公園（ゴール）
　　　　･･･南海・大阪狭山市駅　徒歩約13ｋｍ
その他　参加賞（参加者の中から抽選でプレゼント）
　　　　完歩賞（シリーズ全３回を完歩した方全員に商品をプレゼント）

　【ノルディック・ウォークで健康ウォークしませんか】
　※専用ポールで歩かれる方は、スタート･受付にて貸出しいたします。（有料500円）
　　ノルディック指導　㈳全日本ノルディック・ウォーク連盟
問合せ　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局
　　　　（藤井寺市市民生活部経済観光課内）　☎ 939-1086
　　　　近鉄大阪ハイキング係　☎ 06-6775-3566
　　　　南海テレホンセンター　☎ 06-6643-1005

南古市で縄文時代の遺跡を発見
　南古市で古墳時代から鎌倉時代の土
器が発見された古市鳥飼（ふるいちと
りがえ）遺跡を本年９月に発掘調査し
たところ、石川に沿った低地にできた
小高い丘で縄文遺跡から生活していた
ことが明らかとなりました。出土した
縄文土器は形や文様から縄文時代後期

（今から 3000 年前）につくられたこと
が判りました。市内では縄文時代後期
の遺跡が城山や西浦でみつかっていま
すが、当時の生活行動範囲を知るのに
重要な発見といえるでしょう。
　11 月９日㈫か
ら陵南の森総合セ
ンター内の歴史資
料室で、市内でみ
つかった他の「縄
文土器と石器」と合わせて展示します。

（問合せ：社会教育課 世界遺産登録準備室
　　　　　　　　　　　　内線 4483）

「羽曳山ちびっ子広場」を開設
　はびきの２丁目289番４先において、

「羽曳山ちびっ子広場」を開設しました。
　このちびっこ広場は羽曳山地域の住
民のために、あたらしい道 神光苑 様の
ご好意により無償で提供された広場で、
９月１日から市民に開放されました。

　　　　　　　　　　  （みどり公園課）

　受章おめでとうございます。
第１5 回　危険業務従事者叙勲受章者（１１月３日発令）

○瑞宝双光章　黒岡  進（高鷲）　消防功労
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はびきのコロセアム
11月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

３日㈷

メイン
アリーナ

府剣道連盟　剣道大会
（中学生女子の部）

サブ
アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

６日㈯

メイン
アリーナ 南大阪ミニバスケットボール連盟

オータムカップサブ
アリーナ

11 日㈭
メイン
アリーナ 羽曳野市立幼稚園まつり

12 日㈮
サブ
アリーナ

卓球連盟　レイティング大会
（ラージボール）

13 日㈯
サブ
アリーナ

羽曳野市民総合体育大会　
柔道の部

14 日㈰
メイン
アリーナ

羽曳野市民総合体育大会　
バドミントンの部

20 日㈯

メイン
アリーナ

市長杯ふれあいドッジボール大会
サブ
アリーナ

21 日㈰

メイン
アリーナ

第 44 回少林寺流錬心館
関西総合空手道選手権大会

サブ
アリーナ

卓球連盟　
レイティング大会（硬式）

23 日㈷
メイン
アリーナ

大阪武道協議会　
少年少女剣道大会

28 日㈰

メイン
アリーナ

バレーボール連盟　連盟杯大会
サブ
アリーナ

第 54 回 南大阪駅伝競走大会　
参加チーム募集
日時　平成 23 年２月６日㈰
　10:00 スタート（９:00より開会式）
会場　ＰＬ教団内（富田林市）
対象　南河内在住・在勤・在学の方
　（中学生以上）
部門　○一般男子・一般女子（年齢不問）
　　　○高校男子・高校女子
　　　○中学男子・高校女子
　　　○混成（性別・年齢不問）
区間　６区間
申込　スポーツ振興課または、
　　　はびきのコロセアム
締切　12 月３日㈮　17:00 まで
費用　１チーム 3,000 円（保険料を含む）
問合せ　スポーツ振興課　内線 4412

平成 22 年度
ソフトバレーボール大会の結果
　㈶施設管理公社主催のソフトバレ
ーボール大会が９月 23 日に市民体育
館（西浦）で開催されました。
結果は下記のとおりです。

（参加チーム数 12 チーム）

部　門 トーナメント戦

１部トーナメント優勝 Ｂａｒｂｉｅｓ

２部トーナメント優勝 ｌｏｖｅ l ｙ

３部トーナメント優勝 ＺＩＮ

「グラウンド・ゴルフ交流会」
参加者募集
日時　11 月９日㈫　８:30 ～15:00
　（予備日10 日）
会場　グレープヒルスポーツ公園
対象　65 歳以上の市内在住・在勤の方
定�員　144 人（４人１組で申し込み、

36 組）定員になりしだい締め切ります。
費用　１人 500 円（保険料含む）
申込　11 月４日㈭　10:00 ～
　　所定の申込用紙に必要事項を記
　入の上、参加費を添えてグレープヒ
　ルスポーツ公園事務所にて申し込
　みをしてください。
　　なお、申込用紙配布場所は当公
　園事務所です。
　※電話での申し込み受付は出来ません。
問合せ　グレープヒルスポーツ公園
　☎ 958-5511無料体験「体操教室」の開催

　はびきのコロセアムにて無料で体操
教室を体験できます。エアロ・ヨガ・ス
トレッチ体操や新しいダンスエクササ
イズの「ズンバ」で1 時間、楽しく運
動しながらカロリーを消費しましょう！
主催　 羽曳野市体操連盟
日時　11 月10 日㈬　16:20 ～17:00
場所　はびきのコロセアム　フリールーム２
持�参　バスタオル・上靴
　※運動のしやすい服装で来てください。
定員　先着 20人（電話で予約をして
　ください）
連絡先　市体育協会体操連盟
　　　　矢戸　☎ 953-3977

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位

ソフトボール 小学生 ―
北宮東部

グリーンハイツ
子供会

高鷲子供会 南宮子ども会 西浦子ども会

テニス（ダブルス） 一般
男子   堀内　幸浩　

辻本　壮一郎
山川　弘一
高橋　正典

上杉　浩
和田　義輝

―
―

女子 神山　和美
後田　久美子

井関　裕美
坂口　千鶴子

―
―

―
―

バレーボール 家庭婦人 女子 たちばな キャニオン ＷＡＳＨＩ ミルリーグ

バスケットボール

中学２年生
男子 誉田中学校 河原城中学校 羽曳野中学校 ―

女子 高鷲中学校 河原城中学校 峰塚中学校 ―

中学１年生
男子 高鷲中学校 羽曳野中学校 ― ―

女子 高鷲中学校 峰塚中学校 ― ―

　第32回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育
委員会・市体育協会・市中学校体育連盟主催）は、８月
29日から平成23年３月19日まで10種目に分かれて、
はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポー
ツ公園などで熱戦が繰り広げられます。８月から９月中
に行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

 第３２回
 市民総合体育大会

時間変更のお知らせ
　2010 年 10 月１日に発行いたしま
した「広報はびきの10 月号」P32 の
第２回羽曳野市長杯グラウンド・ゴルフ大会
の時間に変更がございましたので、
お知らせいたします。
（変更前）９:00受付　10:00開始
（変更後）８:00 受付　９:00 開始
   ※開会式は８:40 より開始します。

～2011卓球 世界選手権大会～
個人男子代表選手選考大会開催
　2011 年にオランダで開催される
卓球世界選手権大会の選考会（男子
シングルス）が 12 月 20 日㈪から
22 日㈬まで、はびきのコロセアム
で開催されます。
　日本男子卓球トップレベル 20 人
の試合をぜひご覧ください。
　入場券の販売先や試合開始時間な
どの詳細は 12 月広報に掲載予定。
問合せ　市体育協会卓球連盟　
            水平　☎ 956-8211



31−はびきの　2010.11.1−

相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

２日 ･ ９日・
16 日 ･30 日 ㈫

13:30 〜 16:30
市役所１階　市民相談室 開催日の前週の金曜日、９:00 ～専用電話にて先着順で予約を受付

けます。専用電話（☎ 957-4000）
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。

24 日㈬

４日 ･18 日・
12 月２日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 10 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所１階　市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 19 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館３階　会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第４水曜日）

24 日㈬ 13:30 〜 16:30 市役所１階　市民相談室（電話・面接） 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮

［㈷は除く］
10:00 〜 15:00
※㈬は 14:00 まで

市役所２階　消費生活相談室
産業振興課に予約。電話でも相談可能。

（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 〜 17:30 地域活動支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　FAX 957-2176）

障害者雇用相談 18 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館１階　相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ５日 ･19 日㈮ 10:00 〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 〜 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。
電話相談はふるいちのみです。 （☎ 958-3308）

総合相談 10 日 ･17 日㈬ 13:00 ～ 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。開催日以外でも平日随時受付。

（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

19 日㈮ 14:00 ～ 17:00 羽曳野市市民会館３階　第５会議室 まずお電話でご相談ください。（神須学園室生館　☎ 0745-92-5566)

心配ごと相談

東部地域
４日・18 日㈭

13:00 〜 16:00
市役所別館２階  ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

11 日・25 日㈭
社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階  ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30

市役所別館 1 階  ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館 1 階  ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 〜 17:00 LIC はびきの１階   市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 16 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所４階   農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　内線 4710）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937-0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしていますので、ご利用ください。

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

 11 月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市民のページ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

使い道、累計などについては、
市ウェブサイトをご覧ください。

ふるさと納税  ありがとうございます。
藤田　忠　様

大阪友の会の家事会計講習会
日時　11月18日㈭　10:00 ～11:30
会場　LIC はびきの
費用　350 円（資料代など）
　　※1 歳以上の託児します。
　　   （150 円 要予約・軽食付）
問合せ　前田　☎ 958-3304　

小児鍼体験会
日時　11月18日㈭　13:30 ～15:00
会場　保健センター ２階予防接種ホール
申込　当日会場にて
問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会
　☎ 958-5764　

屋根・外壁塗装無料講座
　塗装の際の業者選びのコツや塗料の選び方
日時　11 月12 日㈮・20 日㈯・29 日㈪
　各日 10:00 ～12:00
場所　LIC はびきの ３階セミナー室Ａ
問合せ　プロタイムズ大阪松原店
　☎ 072-337-0505　※先着順

アロハハイビスカスフラダンス
第３回 発表会（無料）
日時　12 月12 日㈰　
　13:00 開場　13:30 開演
場所　LIC はびきの　ホールＭ
問合せ　大場　☎ 090-8123-1461

 羽曳野市市民公益活動団体情報ライブラリーおよび（仮称）はびきの市民公益活動センター登録団体募集中！！
 【登録していただける団体】自発的・自立的に社会貢献する活動（公益活動）を非営利で継続的に行う、次のいずれにも該当する団体。
 　・所在地が羽曳野市内である団体、または主な活動場所が市内を中心に行われていること。
 　・ひらかれた形で活動や運営に市民が参加していること、またはボランティアの受け入れが可能であること。
 　・任意団体（ボランティアグループなど）、または特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）。
 　・政治、宗教を主たる目的として活動していないこと。　
 　※ただし、会員相互の利益を目的とした共益団体や趣味のサークルなどの互助団体でも、活動内容に着目して市民公益活動を行っ　 
　　 ている場合は、 該当するものとします。
 【紹介する内容】　○団体の概要　団体名、活動目的、活動内容、会員数、代表者の氏名･ 住所 ･ 連絡先 
　　　　　　     　○ボランティア募集について　　○団体からの一言、メッセージ・ＰＲ
 【登録のメリット】
 　（1）登録すると、市のウェブサイトに掲載され、団体のＰＲを広く行うことができます。
 　（2）登録は、同時に（仮称）はびきの市民公益活動センターへの登録になります。センター登録団体は、市役所本館１階ロビーにある
　　　準備コーナーにパンフレットを置いたり、ポスターを貼り出すことができます。
 　（3）この準備コーナーを小会議などで利用することができます。
　 （4）登録団体は、センター主催の市民活動団体ＰＲ展示会に参加できます。展示会は年１～２回開催し、来場者に団体をＰＲすることができます。
 【登録に必要な書類・提出方法】提出方法　郵送、ファクス、E-mail で市民協働ふれあい課へ

○市民公益活動団体情報登録届（市民協働ふれあい課の備え付け、または市ウェブサイトに掲載）
○団体の規約または会則、役員名簿  ※登録の可否は、別途市より通知。登録された団体は、年１回活動報告書を市へ提出していただきます。

 申込・問合せ　市民協働ふれあい課（市役所本館１階⑤番窓口）　〒 583-8585　羽曳野市誉田４丁目１-１
　　　　　　   内線 1070 　ＦＡＸ 958-0397　 E-mail：shiminkyoudou@city.habikino.osaka.jp

  俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                             （あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

市民の皆さんの趣味の欄です
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る　

寄
付
者
の
名
前

                             

泉　

聖
子

ト
ド
ワ
ラ
に 

近
づ
き
た
く
て 

馬
車
に
乗
り

　

芒
原
行
く　

野
付
半
島

                             

植
木　

早
智
子
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平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
報
告

　

正
副
議
長
選
出
・
監
査
委
員
同
意

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
並
び

に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
任

務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
は
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

め
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市
政
発
展
の
た

め
、
誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、「
第
５
次
羽
曳
野
市

総
合
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
「
人
・
時
を

つ
な
ぐ　

安
心
・
健
康
・
躍
動
都
市
は
び

き
の
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
財
政
状
況
厳
し
き
お
り
、
よ
り
一
層
の
無
駄
を
見
直
し
、
創
意

工
夫
す
る
こ
と
で
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
市
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
活
発
な
議
会
活
動
を
通
し
、
市
民
の
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
た
く
決
意
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
ご
挨
拶

議　　長
松井　康夫

副 議 長
花川　雅昭

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
30
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
32
日
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
の
一
般
会

計
と
各
特
別
会
計
決
算
認
定
、
ま
た
、
平
成

22
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
特
別
会
計
補
正
予
算
、
さ
ら
に
、
羽

曳
野
市
農
業
委
員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
や
意
見
書
、

抗
議
決
議
な
ど
、29
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
14
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
、
そ
れ
ら
の
内
容
や
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
14
件
の
案
件
の
審
査
内
容
等

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○
各
会
計
決
算
を
認
定

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
10
件
の
特

別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
予
算
第
３
号

お
よ
び
４
号
が
上
程
さ
れ
、
合
わ
せ
て

６
億
３
９
１
８
万
５
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
４
０
３
億
３
５
９
５
万
円
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

羽
曳
野
市
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
４
件
の
条

例
の
一
部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
意
見
書
案
・
決
議
案
を
可
決

　

尖
閣
諸
島
海
域
に
お
け
る
中
国
漁
船
領
海

侵
犯
に
関
す
る
意
見
書
お
よ
び
抗
議
決
議
を

可
決
し
ま
し
た
。

〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp/info/051/index.html
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議
会
選
出
監
査
委
員

　

今
井
　
利
三

常
任
委
員
会　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

◎
新
岡
健
志　

○
乙
宗
孝
衞

　
　

花
川
雅
昭　
　

秋
田
栄
一

　
　

田
仲
基
一　
　

嶋
田　

丘

　
　

松
井
康
夫

◇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

　

◎
岩
田
賢
二
郎　

○
広
瀬
公
代

　
　

林　

義
和　
　

笠
原
由
美
子

　
　

松
村
尚
子　
　

黒
川　

実

　
　

若
林
信
一

◇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　

◎
樽
井
佳
代
子　

○
金
銅
宏
親

　
　

小
田
敏
朗　
　

笹
井
喜
世
子

　
　

今
井
利
三　
　

吉
田
恭
輔

議
会
運
営
委
員
会
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

◎
松
村
尚
子　

○
笠
原
由
美
子

　
　

林　

義
和　
　

新
岡
健
志

　
　

田
仲
基
一　
　

若
林
信
一

　
　

乙
宗
孝
衞

今
回
の
役
員
選
出
に
伴
う
補
欠
委
員

　
　
　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

特
別
委
員
会

◇
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　

◎
金
銅
宏
親　
　

樽
井
佳
代
子

◇
駅
前
整
備
開
発
特
別
委
員
会

　

○
樽
井
佳
代
子

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
　

金
銅
宏
親

◇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

樽
井
佳
代
子

議
会
選
出
各
組
合
議
会

◇
柏
羽
藤
環
境
事
業
組
合
議
会

　
　

金
銅
宏
親

◇
柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
議
会

　
　

吉
田
恭
輔

議
会
選
出
各
種
委
員
会

◇
羽
曳
野
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　

金
銅
宏
親　
　

樽
井
佳
代
子

◇
羽
曳
野
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

　
　

樽
井
佳
代
子

◇
羽
曳
野
市
人
権
審
議
会

　
　

金
銅
宏
親

定
例
会
の
あ
ゆ
み

報             告議　　　　　　案 

案　
　
　
　
　

件

結　

果

報
告

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

認
定（
賛
成
多
数
）

認
定（
全
会
一
致
）

報
告

報
告

意見書 請願

意見書
○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
1
8
0
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
大
和
川
下
流
流
域
下
水
道
組
合
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
生
活
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
羽
曳
野
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
高
年
い
き
い
き
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病
診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
20
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
議
会
国
旗
等
掲
揚
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

○
食
の
安
全
と
自
給
率
向
上
及
び
地
域
農
業
の
振
興
を
求
め
る
意
見
書

○
地
方
自
治
法
第
180
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
羽
曳
野
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
南
部
大
阪
都
市
計
画
埴
生
野
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
係
る
同
意
に
つ
い
て

○
尖
閣
諸
島
海
域
に
お
け
る
中
国
漁
船
領
海
侵
犯
に
関
す
る
意
見
書

○
尖
閣
諸
島
海
域
に
お
け
る
中
国
漁
船
領
海
侵
犯
に
関
す
る
抗
議
決
議

決議

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
賛
成
多
数
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

同
意

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

2

８
月
24
日
㈫
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

８
月
30
日
㈪
○
本
会
議
第
１
日
目

　
　
　
　
　
　

・
議
案
審
議

９
月
６
日
㈪
○
本
会
議
第
２
日
目

　
　
　
　
　

 　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

　
　
　
　
　

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

９
月
７
日
㈫
○
本
会
議
第
３
日
目

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

９
月
８
日
㈬
○
本
会
議
第
４
日
目

　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
４
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

９
月
９
日
㈭
○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
月
13
日
㈪
○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

９
月
14
日
㈫
○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

９
月
22
日
㈬
○
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

９
月
29
日
㈬
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

○
本
会
議
第
５
日
目

　
　
　
　
　
　

・
委
員
長
報
告
・
追
加
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　

・
役
員
選
挙

　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議 　
　
　

  　

９
月
30
日
㈭
○
本
会
議
第
６
日
目

　
　
　
　
　
　

・
役
員
選
挙

　
　
　
　
　
　

・
意
見
書
、
決
議
審
議

　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

　
　
　
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会
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一
般
質
問

吉
田
恭
輔
（
新
生
は
び
き
の
）

　

最
近
、
羽
曳
野
市
に
つ
い
て
明
る
く
話
題

性
に
富
ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ

わ
せ
て
い
る
。

●
質
問　
「
ダ
ル
投
手
、
ふ
る
さ
と
へ
恩
返

し
、
羽
曳
野
市
に
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
球
場
」
と

６
月
30
日
付
の
新
聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ

た
。
平
成
22
年
度
中
に
も
実
施
計
画
に
着
手

し
、
25
年
度
内
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
内

容
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
大
き
く
発
表
さ

れ
れ
ば
構
想
段
階
で
あ
る
と
は
い
え
、
場
所

な
ど
を
含
め
具
体
的
な
考
え
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
現
状
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

●
答
弁　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
選
手
は
、
自
分

を
育
て
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し
と

し
て
、
子
供
た
ち
に
何
か
形
に
な
る
こ
と
を

し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
、
そ
う
し
た
意
向

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
も
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有

文
庫
や
こ
ど
も
福
祉
基
金
の
設
立
な
ど
、
市

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
球
場
設
立
に

つ
い
て
も
、
本
人
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
や
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
も

配
慮
し
な
が
ら
是
非
実
現
さ
せ
た
い
。
市
で

は
５
、
10
、
20
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
事
業
実
施
し
て
お
り
、
９
月
に
土
地
の
有

効
活
用
と
幼
小
中
一
貫
校
を
目
指
す
２
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
主
要
な

事
業
を
こ
の
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い
く
。
ま
た

当
市
６
中
学
校
の
生
徒
数
は
９
０
０
名
近
い

学
校
も
あ
れ
ば
２
０
０
名
を
切
る
学
校
も
あ

り
、
是
正
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
整
備
事
業
の
中
で
、
有
効
に
今
あ

る
施
設
を
使
っ
て
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
の

思
い
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

校
区
編
成
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

ど
う
し
て
も
誉
田
中
学
校
と
、
西
浦
高
校
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
聞
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

府
に
対
し
て
本
市
の
中
学
校
施
設
に
活
用
し
た

い
旨
の
強
い
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
誉
田
中
学
校
の
今

後
と
小
中
一
貫
教
育
推
進
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

西
浦
高
校
は
府
の
教
育
施
設
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
誉
田
中
学
校
に
つ

い
て
は
移
転
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

た
。
現
在
の
立
地
条
件
の
中
で
前
へ
進
む
よ
う

十
分
検
討
し
、
今
後
を
考
え
て
い
き
た
い
。
一

貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
羽
曳
野
中
学
校
と
埴
生

小
学
校
の
敷
地
が
隣
接
し
て
い
る
地
理
的
条
件

を
生
か
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て

お
り
、
こ
れ
が
全
市
的
な
動
き
に
な
る
か
見
極

め
た
い
。

●
質
問　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
ト
入
り
決
ま
る
」
と
６
月
15
日
付
の

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
暫
定
リ
ス
ト
入
り

に
恥
じ
ぬ
よ
う
峰
塚
公
園
に
高
床
式
の
資
料
館

を
兼
ね
た
管
理
棟
の
建
設
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
公
園
東
側
の
芦
ケ
池
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

現
在
実
施
計
画
中
で
12
月
に
は
着
工

す
る
。
鉄
骨
平
屋
建
て
で
２
１
４
㎡
あ
り
、
峰

塚
古
墳
の
景
色
に
合
う
よ
う
な
高
床
式
の
建
物

で
、
古
墳
を
眺
望
で
き
る
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
等

を
備
え
る
予
定
。
芦
ケ
池
は
藤
井
寺
市
と
野
中

水
利
組
合
の
管
理
下
で
、
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、「
多
く
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
橋
げ

た
方
式
で
あ
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
」

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

●
質
問　

道
の
駅
は
４
年
目
を
迎
え
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
が
、
市
に
入
る
年
間
使
用
料
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
答
弁　

２
店
舗
の
年
間
売
上
は
約
16
億
円

で
、
市
に
入
る
使
用
料
は
約
１
３
０
０
万
円
。

開
駅
３
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
営

に
関
し
て
一
定
の
め
ど
が
立
つ
時
期
に
使
用
料

加
算
を
進
言
し
た
い
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）　　
　

　
●
質
問　

税
の
申
告
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、
入
湯
税

が
あ
り
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
う

ち
、
土
地
及
び
家
屋
に
係
る
課
税
は
、
申
告

対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
に
納
付
書
を
発
送
。
市
民
税
の
う
ち
、

給
与
所
得
者
及
び
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

給
の
み
の
方
は
、
支
払
者
で
あ
る
特
徴
義
務

者
が
直
接
、
支
払
報
告
書
の
申
告
を
す
る
た

め
、
個
人
の
申
告
は
不
要
。
そ
れ
以
外
の
所

得
や
控
除
の
申
告
さ
れ
る
所
得
税
課
税
対
象

者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出

す
る
と
、
住
民
税
の
申
告
は
不
要
。
法
人
市

民
税
は
毎
月
、
申
告
書
を
送
付
し
、
申
告
と

あ
わ
せ
納
税
。
固
定
資
産
税
は
、
一
定
の
償

却
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
に
前
年
の

12
月
中
に
申
告
書
を
送
付
し
、
申
告
。
た
ば

こ
税
は
、
卸
売
販
売
業
者
が
毎
月
末
日
ま
で

に
前
月
分
を
申
告
し
、
納
税
。

●
質
問　

電
子
申
告
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

●
答
弁　

所
得
税
確
定
申
告
等
、
各
種
申
告

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
が
、
市
税
も

同
様
で
e
‐
T
A
X
に
対
し
e
L
T
A
X
と

し
て
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

現
在
、
近
隣
で
は
本
市
と
藤
井
寺
市
を
除
き
、

導
入
済
み
。
近
隣
の
導
入
市
の
現
状
を
見
る

と
早
期
導
入
に
は
、
検
討
が
必
要
。
問
題
点

は
、
電
子
申
告
の
割
合
が
３
～
６
％
前
後
で
、

従
来
の
申
告
に
よ
る
手
作
業
の
処
理
と
重
複

し
た
業
務
量
と
な
り
、
結
果
、
電
子
申
告
に

よ
る
業
務
量
が
増
加
。
結
局
、
受
信
フ
ァ
イ

ル
を
印
刷
し
一
般
申
告
と
同
様
、
紙
申
告
に

戻
し
入
力
し
て
い
る
現
状
で
は
３
０
０
万
円

程
度
の
導
入
経
費
が
想
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

変
更
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

電
子
申
告
で
の
要
望
、
期
待
は
あ
り
、
来
年

度
以
降
の
導
入
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
シ
ス

テ
ム
構
築
を
前
提
に
導
入
の
研
究
を
進
め
る
。

●
要
望　

現
状
で
は
課
題
が
あ
る
も
の
の
、

電
子
申
告
は
ペ
ー
パ
レ
ス
化
や
納
税
者
の
利

便
性
の
向
上
に
な
る
。
税
項
目
一
括
し
た
電

子
申
告
の
導
入
や
電
子
納
税
も
検
討
し
て
は
。

●
質
問　

駅
前
開
発
に
つ
い
て
、
古
市
駅
前

開
発
の
現
状
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
答
弁　

旧
国
道
１
７
０
号
か
ら
駅
舎
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
古
市
駅
西
歩
行
者
専
用
通
路

を
12
月
頃
よ
り
整
備
予
定
。
近
鉄
管
理
の
駅

西
通
路
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
の
が
た
つ
き

を
直
す
工
事
を
近
鉄
に
お
い
て
行
う
予
定
。

駅
舎
の
３
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
施
工
中
で
、

23
年
３
月
完
成
予
定
。
駅
東
広
場
を
整
備
し
、

市
民
が
日
常
的
に
憩
え
る
空
間
を
創
出
す
る

予
定
で
、
ま
た
広
場
か
ら
駅
東
側
階
段
踊
り

場
付
近
に
通
路
を
接
続
で
き
る
よ
う
近
鉄
と

協
議
中
。
水
道
管
の
耐
震
化
工
事
に
伴
い
踏

切
歩
道
部
分
の
段
差
を
な
く
す
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
予
定
。
水
道
工
事
完
了
予
定
は
23
年

７
月
で
駅
東
広
場
の
整
備
は
そ
れ
以
後
。

●
要
望　

踏
切
部
分
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
、
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
駅
前

開
発
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

●
質
問  

は
び
き
の
中
学
生
s
t
u
d
y
‐
O

の
現
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
答
弁　

中
学
生
の
自
学
自
習
力
の
向
上
を

目
的
に
、
指
導
・
解
説
等
を
行
う
事
業
。
今

年
度
、
英
語
・
数
学
か
ら
国
語
を
増
や
し
、

３
教
科
に
す
る
こ
と
や
、
午
前
・
午
後
ど
ち

ら
で
も
参
加
可
能
に
す
る
な
ど
の
改
善
を
加

え
、
計
36
回
実
施
予
定
。
生
徒
の
76
％
、
保

護
者
の
83
％
よ
か
っ
た
と
い
う
意
見
。

●
要
望　

利
用
し
や
す
く
、
学
べ
る
環
境
の

提
供
を
続
け
る
よ
う
要
望
。
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今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）

《
大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
の
基
本
的
な
考
え
、
移
譲
時

期
、
支
援
措
置
、
財
政
支
援
、
人
的
支
援
、

移
譲
件
数
、
重
点
分
野
を
ど
こ
に
置
く
の
か
、

環
境
か
福
祉
か
、
権
限
移
譲
に
伴
い
専
門
職

の
育
成
を
す
る
の
か
。

●
答
弁　

大
阪
府
発
地
方
分
権
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
が
発
表
さ
れ
、
平
成
21
年
７
月
に
は
特
例

市
並
み
の
権
限
移
譲
に
向
け
た
基
本
的
な
考

え
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
平
成
25
年
ま
で
に
特

例
市
並
み
、
平
成
30
年
ま
で
に
中
核
市
並
み

の
権
限
移
譲
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
平
成
22
年
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
３
カ
年
は
集
中
的
に
取
り

組
む
と
さ
れ
て
い
る
。
１
点
目
の
ま
ち
づ
く

り
・
土
地
利
用
規
制
分
野
で
は
、
開
発
行
為

や
宅
地
造
成
、
農
地
転
用
な
ど
の
許
可
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
再
開
発
事
業
な
ど
の
事

業
許
可
や
そ
れ
に
付
随
す
る
建
設
許
可
な
ど

51
事
務
。
２
点
目
の
福
祉
分
野
で
は
、
介
護

保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
法
に
係
わ
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
指
定
ま
た
は
施
設
の
届
け

出
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
な
ど
18
事

務
。
３
点
目
の
医
療
・
保
険
・
衛
生
分
野
で

は
、
薬
局
の
開
設
許
可
、
毒
物
監
視
、
未
熟

児
等
の
保
健
医
療
な
ど
７
事
務
。
４
点
目
の

公
害
規
制
分
野
で
は
、
深
夜
営
業
等
の
制
限

規
制
や
環
境
に
関
す
る
13
事
務
。
５
点
目
の

教
育
分
野
で
は
、
小
・
中
学
校
の
学
級
編
制

基
準
の
決
定
、
教
職
員
の
任
命
権
、
定
数
決

定
、
給
与
等
の
負
担
に
関
す
る
事
務
な
ど
２

事
務
。６
点
目
の
生
活
・
安
全
産
業
分
野
で
は
、

ガ
ス
用
品
や
電
気
用
品
の
販
売
事
業
所
へ
の

立
入
検
査
な
ど
11
事
務
。
大
阪
府
の
財
政
支

援
は
、
平
成
21
年
度
予
算
に
お
い
て
市
町
村

振
興
補
助
金
を
総
額
２
億
円
措
置
し
、
事
務

移
譲
数
、難
易
度
な
ど
で
配
分
さ
れ
た
。な
お
、

年
間
処
理
件
数
等
に
応
じ
て
事
務
移
譲
交
付

金
が
あ
る
。

●
再
質
問　

障
害
者
手
帳
の
交
付
、
N
P
O

法
人
の
設
立
の
認
証
、
社
会
福
祉
法
人
の
設

立
許
可
、
指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
な
ど
、
許
可
に
時
間
が
か
か
る
事

務
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
権
限
移
譲
を
進
め

る
の
か
。

●
答
弁　

移
譲
を
受
け
る
こ
れ
ら
の
事
務
に

つ
い
て
は
許
認
可
と
い
う
性
質
が
強
く
、
時

間
が
か
か
る
の
が
現
状
。
議
員
の
指
摘
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
と
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
の
ほ
か
、
児
童
福
祉
施

設
設
置
に
係
る
認
可
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

特
別
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
の
許
可
な
ど
、
市

民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
高
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
権

限
移
譲
を
受
け
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

権
限
移
譲
は
大
阪
府
の
都
構
想
で
、

府
の
ス
リ
ム
化
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
、
担
当
者
の
仕

事
量
も
増
え
る
と
思
う
が
、
府
に
対
し
て
イ

エ
ス
、
ノ
ー
を
は
っ
き
り
し
て
、
こ
の
先
、

権
限
移
譲
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

《
水
路
、
下
水
路
に
つ
い
て
》

●
質
問　

農
地
へ
の
汲
水
利
用
が
な
い
水
路

の
管
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
水
路
に
生
活

排
水
が
流
れ
て
い
る
が
、
水
路
の
清
掃
の
役

割
は
ど
こ
か
。

●
答
弁　

農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
が
な
く

な
っ
た
水
路
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
下
水

整
備
の
な
い
水
路
清
掃
に
つ
い
て
は
、
地
元

水
利
で
お
願
い
し
て
い
る
。
汚
水
の
未
整
備

地
区
の
水
路
に
は
、
生
活
排
水
が
流
入
し
、

市
民
生
活
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
、

遅
れ
て
い
る
汚
水
整
備
の
計
画
を
再
検
討
し
、

下
水
の
整
備
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
料
の
府
内
統
一
と
国
保
の
広

域
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　

７
月
に
大
阪
で
国
保
広
域
化
に
関

す
る
協
議
が
行
わ
れ
、
府
内
統
一
保
険
料
へ

の
作
業
も
始
ま
っ
て
い
る
。
広
域
化
に
な
れ

ば
市
に
権
限
が
な
く
減
免
申
請
も
ほ
と
ん
ど

で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
法
定
外
繰

り
入
れ
を
な
く
す
と
羽
曳
野
で
は
国
保
料
が

い
く
ら
値
上
げ
に
な
る
の
か
。
納
付
相
談
し
、

減
免
を
し
て
も
、
25
.

9
％
の
人
が
滞
納
し
、

収
納
率
も
下
が
っ
て
い
る
。
保
険
料
を
値
上

げ
し
、
減
免
を
な
く
せ
ば
払
え
な
い
人
を
大

量
に
増
や
し
、
医
療
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま

う
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
広
域
化
、
統
一
保

険
料
に
対
し
て
、
ま
た
法
定
外
繰
り
入
れ
の

廃
止
、
減
免
制
度
の
廃
止
も
含
め
た
検
討
に

対
し
て
、
市
と
し
て
ど
う
考
え
対
応
し
て
い

く
の
か
。

●
答
弁　

国
保
が
都
道
府
県
単
位
の
運
営
に

な
れ
ば
市
町
村
で
の
繰
入
制
度
は
な
く
な
る
。

法
定
外
繰
り
入
れ
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
平

成
22
年
度
の
試
算
で
は
２
万
６
千
円
の
値
上

げ
に
な
り
、
保
険
料
収
納
率
、
国
保
財
政
全

般
に
影
響
す
る
と
も
考
え
る
。
広
域
化
、
統

一
保
険
料
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
検
討
が
開

始
さ
れ
て
お
り
、
減
免
制
度
も
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
よ
う
に
府
下
統
一
基
準
に
な
る

と
考
え
る
が
、
減
免
制
度
の
廃
止
は
現
実
的

で
な
く
、
減
免
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
内
容

を
把
握
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
意
見
、

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

市
民
に
負
担
を
押
し
付
け
、
市
町

村
の
自
主
性
、
独
自
性
を
な
く
す
広
域
化
や

統
一
料
金
に
対
し
て
、
市
民
の
命
、
健
康
を

守
る
立
場
に
立
ち
き
り
、
き
っ
ぱ
り
反
対
す

る
よ
う
要
望
。

《
羽
曳
野
市
の
産
業
振
興
条
例
の
制
定
と
施

策
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

商
店
、
事
業
所
、
町
工
場
を
応
援

す
る
た
め
、
肌
で
実
態
を
つ
か
み
、
ど
ん
な

施
策
が
必
要
か
、
今
後
ど
ん
な
羽
曳
野
市
を

作
っ
て
い
く
の
か
展
望
の
持
て
る
計
画
づ
く

り
の
た
め
に
も
全
事
業
所
の
実
態
調
査
を

し
、
い
ま
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
産
業
振
興

条
例
の
制
定
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

相
当
数
の
事
業
所
が
あ
り
、
全
事

業
所
の
実
態
調
査
を
す
る
に
は
、
実
施
体
制

の
確
保
な
ど
十
分
な
調
査
研
究
が
必
要
と
考

え
る
。
産
業
振
興
条
例
制
定
に
対
す
る
理
解

は
し
て
い
る
が
、
制
定
に
伴
う
課
題
等
を
解

決
す
る
た
め
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

実
態
調
査
は
商
工
課
だ
け
で
な
く

市
全
体
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
産
業
振
興

条
例
も
担
当
課
だ
け
で
な
く
商
工
会
や
民
主

商
工
会
、
商
店
会
や
市
民
も
含
め
て
調
査
研

究
す
る
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
足
を
ま
ず
一

歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

《
市
内
道
路
の
改
修
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
内
道
路
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、

危
険
箇
所
も
多
い
。
市
の
道
路
改
修
計
画
、

安
全
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
府

道
郡
戸
大
堀
線
の
歩
道
の
確
保
や
府
道
堺
大

和
高
田
線
の
歩
道
の
改
善
な
ど
、
府
道
に
つ

い
て
も
早
急
な
改
善
を
求
め
て
ほ
し
い
。

●
答
弁　

平
成
12
年
度
に
職
員
で
徒
歩
に
よ

る
市
内
市
道
点
検
調
査
を
行
っ
た
。
１
、２

年
以
内
に
対
応
が
必
要
な
市
道
が
約
18
㎞
あ

り
、
５
年
後
約
13
㎞
が
未
改
修
だ
っ
た
。
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
用
水
路
の
蓋
が
け
に
よ
る
道
路
区

域
の
拡
幅
や
安
全
柵
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設

置
、
ま
た
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
府

道
も
市
か
ら
要
望
す
る
。

●
要
望　

府
道
も
含
め
市
内
道
路
の
状
況
を

よ
く
把
握
し
、
計
画
的
な
対
応
を
要
望
。

4
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

【
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

市
政
と
医
療
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
質
問　

今
、
全
国
で
所
在
の
わ
か
ら
な
い

高
齢
者
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
行

政
と
し
て
も
暖
か
い
手
を
差
し
伸
べ
、
高
齢

者
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
と
考
え
る
。
住
民
登
録
数
で
65
歳
、

75
歳
、
1
0
0
歳
以
上
は
何
人
お
ら
れ
る
の

か
。
居
住
実
態
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
社

会
的
孤
立
を
な
く
す
対
策
は
ど
う
か
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
国
の
動
向
に
つ
い
て
、

制
度
の
主
な
内
容
と
日
程
、
市
の
対
応
は
ど

う
か
。

●
答
弁　

65
歳
以
上
は
２
万
７
１
０
９
名
、

75
歳
以
上
は
１
万
１
５
２
９
名
、
１
０
０
歳

以
上
は
40
名
。
65
歳
以
上
で
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
は
６
９
３
９
人
。
高
齢
者
の
所
在
不

明
事
案
を
踏
ま
え
、
今
年
度
に
高
齢
者
実
態

調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
調
査
結
果
を
も
と

に
必
要
な
対
策
を
実
施
し
た
い
。
現
在
、
国

に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し

新
た
な
制
度
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
来
年
１

月
に
法
案
を
提
出
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
た

な
制
度
の
施
行
が
提
示
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

そ
の
被
扶
養
者
等
は
被
用
者
保
険
に
加
入

し
、
そ
れ
以
外
は
市
町
村
国
保
に
加
入
。
地

域
保
険
は
国
保
に
一
本
化
さ
れ
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
は
都
道
府
県
単
位
で
財
政
運
営
を

行
う
。

●
要
望　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
対
応

は
、
面
接
が
大
切
。
社
会
的
孤
立
を
な
く
す

対
策
は
、
国
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
増
や
財
政
保
障
を
進
め
る
こ
と
を
日

本
共
産
党
は
求
め
て
い
る
。
今
後
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
を
対

象
に
し
た
会
食
会
の
実
施
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
、
緊
急
時
の
対
応
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

【
大
阪
広
域
水
道
事
業
団
に
つ
い
て
】

●
質
問　

大
阪
府
は
、
来
年
４
月
に
企
業
団

設
立
を
目
標
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
羽
曳
野
市
の
対
応
、

今
後
の
計
画
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
答
弁　

メ
リ
ッ
ト
は
市
町
村
が
重
要
事
項

を
決
定
可
能
、
水
道
の
技
術
や
経
営
基
盤
の

強
化
、
府
営
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
よ
る
減

収
、
事
業
費
も
減
少
、
さ
ら
な
る
値
下
げ
を

追
求
す
る
余
地
も
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
想

定
し
て
い
な
い
。
企
業
団
に
参
加
し
な
い
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。
企
業
団
の
規
約
案
の
上
程

は
、
大
阪
府
内
42
市
町
村
の
37
市
町
村
は
９

月
議
会
、
当
市
を
含
め
た
５
団
体
は
12
月
議

会
の
予
定
。
11
月
に
は
企
業
団
の
設
立
許
可

が
お
り
、
平
成
23
年
４
月
に
は
企
業
団
の
事

業
が
開
始
さ
れ
る
運
び
。

●
要
望　

議
会
で
十
分
論
議
を
し
、
市
民
へ

の
説
明
と
意
見
を
反
映
し
、
市
民
の
理
解
が

十
分
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【
高
齢
者
の
外
出
促
進
と
公
共
施
設
循
環
バ

ス
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
質
問　

公
共
施
設
循
環
バ
ス
に
積
み
残

さ
れ
た
人
た
ち
へ
の
対
応
、
バ
ス
の
増
車
、

１
０
０
円
バ
ス
の
導
入
や
近
鉄
電
車
・
タ
ク

シ
ー
の
無
料
パ
ス
券
の
導
入
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

●
答
弁　

定
員
を
超
え
る
便
は
、
そ
の
都
度
、

予
備
車
で
迎
え
に
行
っ
て
い
る
。
公
共
施
設

循
環
バ
ス
は
現
在
６
台
で
運
行
、
年
間
利
用

者
は
昨
年
度
約
13
万
人
。
バ
ス
の
増
車
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
１
０
０
円
バ
ス

の
導
入
や
近
鉄
電
車
・
タ
ク
シ
ー
の
無
料
パ

ス
券
の
導
入
は
、
新
た
な
財
政
負
担
を
伴
う

こ
と
か
ら
実
施
は
困
難
。

●
要
望　

高
齢
者
の
外
出
促
進
と
し
て
、
循

環
バ
ス
以
外
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
府
内

の
状
況
を
見
な
が
ら
手
立
て
を
と
る
こ
と
。

田
仲
基
一
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
市
公
用
車
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
自
然
保
護
団
体

等
多
く
の
団
体
が
活
動
す
る
中
で
、
遠
隔
地

へ
赴
く
際
の
移
動
手
段
と
し
て
、
市
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
貸
し
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

の
要
望
を
聞
く
。
多
く
の
自
治
体
で
は
規
則

を
改
正
し
、
公
用
車
の
貸
し
出
し
事
業
は
行

な
わ
れ
て
い
る
。
当
市
で
も
事
業
化
で
き
な

い
か
。

●
答
弁　

空
い
て
い
る
バ
ス
を
貸
し
出
す
と

し
て
も
保
険
等
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
あ
る
。
他
市
の
例
を
参
考
に
検
討
す

る
。

●
要
望　

巡
回
バ
ス
の
運
行
が
な
い
日
曜
日

に
限
定
す
れ
ば
可
能
。
速
や
か
に
事
業
化
を
。

《
駒
ヶ
谷
地
区
の
休
耕
地
活
用
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

休
耕
地
を
貸
し
た
い
人
か
ら
借
り

た
い
人
へ
、
市
が
仲
立
ち
と
な
る
本
事
業
は

マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、

進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

同
地
区
の
遊
休
農
地
の
現
状
や
所

有
者
の
意
向
の
調
査
が
来
年
３
月
に
完
了
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら
活

用
方
法
、
受
け
皿
と
な
る
組
織
づ
く
り
を
検

討
。

●
要
望　

本
事
業
を
全
国
に
発
信
し
、
移
住

を
す
す
め
地
域
の
人
口
増
に
繋
げ
て
欲
し
い
。

更
に
食
品
会
社
の
直
営
農
場
、
石
川
流
域
を

ハ
イ
テ
ク
フ
ァ
ー
ム
、
工
場
野
菜
の
メ
ッ
カ

と
し
て
企
業
誘
致
し
、
市
東
部
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
る
よ
う
取
組
む
事
を
要
望
。

《
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
に
お
い
て
も
埴
生
地
区
に
お

い
て
モ
デ
ル
校
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
が

保
護
者
、
地
元
で
は
不
安
の
声
も
あ
る
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
検
証
は

ど
う
か
。

●
答
弁　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
児
童
・
生
徒

の
学
習
意
欲
の
向
上
や
確
か
な
学
力
の
育
成

②
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
教
育
を

行
な
う
事
で
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育

成
③
小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
早
い
段
階
で

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
を
把
握
す
る

事
で
個
に
応
じ
た
指
導
や
支
援
を
行
な
え
る

④
中
学
校
区
単
位
で
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
で

き
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

●
要
望　

モ
デ
ル
校
を
予
定
し
て
い
る
地

域
、
保
護
者
に
丁
寧
に
説
明
し
、
地
元
総
意

の
も
と
ス
タ
ー
ト
す
る
事
を
強
く
要
望
。

《
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　

制
度
導
入
を
こ
れ
ま
で
再
三
訴
え

て
き
た
中
、
南
河
内
で
も
改
善
の
た
め
多
く

の
自
治
体
が
動
き
出
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
現
状
と
当
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞

く
。

●
答
弁　

大
阪
狭
山
市
で
は
３
中
学
校
全
て

で
実
施
。
松
原
市
で
は
７
校
中
１
校
で
実
施
。

富
田
林
市
で
は
選
択
制
給
食
を
今
年
度
中
に

全
７
中
学
校
で
実
施
。
柏
原
市
で
は
６
校
中

４
校
で
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
実
施
。
藤
井
寺

市
と
河
内
長
野
市
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

が
、
藤
井
寺
市
は
柏
原
市
と
検
討
部
会
を
つ

く
り
検
討
開
始
し
て
い
る
と
聞
く
。
当
市
で

は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規
模
や
老
朽
化
に

よ
り
、
小
学
校
給
食
の
実
施
で
精
一
杯
の
状

況
。
ま
た
中
学
校
給
食
は
行
な
っ
て
い
な
い

が
、
地
元
業
者
の
協
力
を
得
、
パ
ン
や
弁
当

の
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
利
益
が
上
が

ら
な
い
状
況
か
ら
撤
退
し
た
い
と
の
声
も
聞

く
。

●
要
望　

中
学
生
活
は
３
カ
年
。
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
に
と
っ
て
は
短
い
期
間
だ
か
ら
こ
そ
、

議
員
や
行
政
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
こ
れ
ま
で
再
三
要
望
し
て
い
る
。
大

阪
府
や
羽
曳
野
市
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
。
真
剣
な
検
討
を
強
く
要
望
す
る
。
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黒
川
　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
誉
田
・
峰
塚
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
》

●
質
問　

今
年
14
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
誉
田
・
峰
塚
中
学

校
は
西
浦
高
校
跡
地
の
利
用
を
考
え
て
い
た

が
、
大
阪
府
か
ら
府
が
利
用
す
る
と
の
回
答

が
あ
り
、
話
が
白
紙
に
戻
っ
た
。
今
後
、
耐

震
化
は
ど
う
す
る
の
か
。

●
答
弁　

両
校
は
現
在
、
耐
震
２
次
診
断
中

で
本
年
12
月
に
診
断
結
果
及
び
判
定
委
員
会

の
判
定
結
果
が
示
さ
れ
る
予
定
。
結
果
に
基

づ
き
、
工
事
手
法
の
検
討
を
し
、
基
本
的
に

現
地
で
の
耐
震
補
強
、
増
改
築
等
を
考
え
て

い
る
。
特
に
誉
田
中
は
工
事
用
ア
ク
セ
ス
道

路
、
各
教
室
・
運
動
場
の
確
保
等
の
課
題
が

あ
り
、
早
急
に
基
本
計
画
を
検
討
し
、
議
会
、

地
域
、
保
護
者
等
関
係
者
に
諮
り
た
い
。

●
再
質
問　

現
地
で
の
対
応
と
な
る
と
誉
田

中
は
大
変
課
題
が
多
い
。
工
事
車
両
が
正
門

を
使
う
場
合
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
生
徒
の
移

動
に
危
険
が
あ
り
、
ま
た
裏
門
か
ら
も
入
れ

な
い
状
態
で
あ
る
。
工
事
用
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
に
も
大
変
時
間
が
か
か
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
今
の
場
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

現
在
の
敷
地
を
売
却
し
そ
れ
を
財
源
に
す
る

こ
と
も
考
え
、
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
を
購

入
し
建
設
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
貸
し
ガ
レ
ー
ジ

な
ど
に
し
、
財
源
に
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

地
元
意
向
、
早
期
実
現
性
を
考
慮

す
れ
ば
、
基
本
的
に
現
地
で
の
耐
震
補
強
、

増
改
築
に
よ
る
事
業
化
が
現
実
的
な
対
応
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
現

在
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
推
進
し
て
い

る
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
保
全
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
文
化
庁
・
府

の
指
導
の
も
と
、
そ
の
保
護
策
、
活
用
策
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

誉
田
中
は
余
り
に
も
課
題
が
多

く
、
時
間
も
か
か
る
。
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ら
高
層
化
も
考
え
ら
れ
、
余
り
土
地
を
買
わ

な
く
て
も
い
い
の
で
は
。
西
浦
高
校
跡
地
利

用
の
件
が
あ
り
一
向
に
手
を
付
け
て
い
な
か

っ
た
が
、府
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

至
急
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

《
環
境
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
特
に
都
市

部
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
で
熱
中
症
の

被
害
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
各
地

で
打
ち
水
や
水
ま
き
を
行
っ
て
い
る
家
庭
も

あ
り
、
下
水
道
整
備
に
伴
い
撤
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
浄
化
槽
に
雨
水
を
た
め
て
利
用

し
た
り
、
庭
な
ど
へ
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
し

て
も
ら
う
こ
と
は
、
温
暖
化
防
止
の
取
り
組

み
に
有
効
で
あ
り
、
ま
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

へ
の
水
害
対
策
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
工
事

や
設
置
に
係
る
費
用
に
対
し
、
資
金
を
助
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

府
内
の
市
で
は
、
雨
水
タ
ン
ク
の

設
置
や
浄
化
槽
の
改
造
に
対
し
て
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
市
も
あ

る
が
、
現
在
本
市
で
は
助
成
制
度
の
設
置
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も
雨
水
タ
ン
ク

の
調
査
を
進
め
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
が

中
心
に
な
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
課
題
も
あ
る
が
、
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置

や
浄
化
槽
利
用
の
た
め
の
助
成
金
を
是
非
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

《
生
徒
指
導
に
つ
い
て
》

●
要
望　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
風
紀
検
査

を
行
い
、
髪
毛
や
制
服
は
き
ち
っ
と
し
て
い

る
か
、
た
ば
こ
や
ピ
ア
ス
は
持
っ
て
き
て
い

な
い
か
な
ど
確
認
し
、
指
導
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

《
市
の
財
政
と
水
道
料
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　

21
年
度
の
決
算
が
広
報
で
報
告
さ

れ
る
頃
、
公
共
下
水
道
の
使
用
料
の
値
上
げ

が
報
告
さ
れ
る
。
平
成
21
年
度
の
決
算
を
大

き
く
４
億
円
の
黒
字
と
報
告
し
な
が
ら
、
公

共
料
金
を
値
上
げ
す
る
の
は
市
民
に
は
理
解

で
き
な
い
。
①
約
４
億
円
の
黒
字
と
な
り
、

３
月
議
会
時
の
決
算
見
込
み
と
違
っ
た
要
因

は
。
②
公
共
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
。

●
答
弁　

①
３
月
時
点
の
見
込
み
と
約
６
億

円
の
差
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
は
歳
入
で
市
税

が
見
込
み
額
よ
り
約
１
億
７
千
万
円
が
増
加

し
た
こ
と
、
歳
出
で
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
見
込
み
よ
り
約
３
億
円
の
減
少
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
。
ま
た
、
約
52
億
７
千
万
円
を

翌
年
度
に
繰
越
し
て
い
る
が
、
国
か
ら
の
臨

時
交
付
金
等
の
活
用
に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰

り
越
す
一
般
財
源
相
当
分
が
抑
制
で
き
た
こ

と
も
１
つ
の
要
因
。
黒
字
決
算
と
は
い
え
、

19
年
度
の
フ
ァ
イ
ン
推
進
基
金
か
ら
の
借
り

入
れ
や
初
め
て
退
職
手
当
債
を
20
、
21
年
度

に
発
行
す
る
な
ど
市
の
財
政
は
依
然
厳
し
い
。

②
下
水
処
理
費
は
受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
、

本
来
は
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
も
の
と
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
そ
の
６
割
し
か
賄
え
て
お

ら
ず
、
不
足
分
は
市
税
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

公
営
企
業
で
あ
る
下
水
道
事
業
が
、
独
立
採

算
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
大
変
厳
し

い
状
態
で
あ
る
。

●
質
問　

黒
字
の
財
源
を
学
校
施
設
に
使
え

な
い
か
。

●
答
弁　

学
校
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

約
50
億
の
予
算
を
活
用
し
、
14
小
・
中
学
校

29
棟
で
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
併

せ
て
改
修
工
事
も
行
っ
て
い
る
。
残
り
の
す

べ
て
の
校
舎
に
つ
い
て
も
、
現
在
耐
震
２
次

診
断
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
中
に
す
べ
て
の

校
舎
の
結
果
が
判
明
す
る
予
定
。
判
定
結
果
等

を
受
け
、
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
、

順
次
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
。

《
幼
稚
園
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
で
行
っ
て
い
る
１
小
学
校
区
１

幼
稚
園
の
今
後
の
見
通
し
は
。

●
答
弁　

幼
・
小
・
中
11
カ
年
の
一
貫
性
の
あ

る
教
育
の
推
進
を
目
標
に
、
学
校
園
が
連
携
し

た
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
１
小
学
校
区
１
幼
稚

園
の
体
制
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

今
後
、
よ
り
一
層
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

適
切
な
幼
稚
園
体
制
の
構
築
と
施
設
改
善
に
努

め
た
い
。

●
再
質
問　

適
切
な
幼
稚
園
体
制
構
築
と
は
。

●
答
弁　

幼
・
小
・
中
11
カ
年
を
見
通
し
た
教

育
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
教
育
環
境
が
整

備
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
運
営
体
制
が
で
き
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

《
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　

私
の
地
元
の
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
は
非

常
に
危
険
な
状
態
に
見
え
る
が
対
応
は
。
ま
た
、

そ
の
様
な
状
況
の
中
で
ど
ん
な
避
難
訓
練
を
し

て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

耐
震
二
次
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能

を
示
す
Is
値
が
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
耐
震
化
が
必
要
で
あ
る
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
避
難
と
し
て

園
庭
中
央
に
集
合
さ
せ
、
第
二
次
避
難
と
し
て

幼
稚
園
前
の
公
園
と
園
外
へ
の
避
難
誘
導
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。

●
再
質
問　

耐
震
化
の
今
後
の
方
針
は
。

●
答
弁　

代
替
地
の
問
題
や
工
法
の
問
題
な
ど

数
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
課
題
認
識
を
持
ち
、

市
長
部
局
と
も
連
携
を
深
め
る
。

●
要
望　

一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
幼
稚
園
へ

通
え
る
よ
う
に
精
一
杯
の
努
力
を
お
願
い
す

る
。 
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
受
診
環
境
の
整
備
は
。
②
受
診

率
50
％
の
目
標
に
対
し
て
取
り
組
み
は
ど
う

か
。
③
無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診
を
来
年
度
も
継

続
実
施
を
考
え
て
い
る
か
。
④
男
性
の
が
ん

予
防
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

①
阿
部
野
橋
や
藤
井
寺
の
乳
腺
外

来
等
、
受
診
し
や
す
い
環
境
を
提
供
。
②
毎

月
広
報
紙
に
掲
載
し
、
が
ん
検
診
の
実
施
情

報
を
発
信
。
③
事
業
の
継
続
は
市
単
独
実
施

と
な
る
と
厳
し
い
と
考
え
る
。
④
男
性
の
が

ん
検
診
は
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
の

セ
ッ
ト
検
診
の
中
で
実
施
。

●
要
望　

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
実
施
が
検

診
率
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
明
年
も
更

な
る
予
防
検
診
の
推
進
と
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
の
推
進
を
要
望
。

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　

来
年
度
予
算
編
成
に
当
り
予
防
ワ

ク
チ
ン
公
費
助
成
に
対
す
る
考
え
は
ど
う

か
。

●
答
弁　

厚
生
労
働
省
の
概
算
要
求
で
ワ
ク

チ
ン
助
成
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今

後
の
進
展
に
注
視
し
、
研
究
検
討
を
行
う
。

●
要
望　

予
防
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
併

用
す
れ
ば
ほ
ぼ
1
0
0
％
予
防
で
き
る
。
一

日
も
早
い
公
費
助
成
の
検
討
実
施
を
強
く
要

望
。

《
救
命
救
急
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

は
、
患
者
の
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
応

急
処
置
や
病
院
搬
送
を
迅
速
適
切
に
で
き

る
。
そ
の
取
り
組
み
や
検
討
は
ど
う
か
②

「
W
e
b
1
1
9
」
音
声
や
肉
声
で
1
1
9

通
報
が
困
難
な
方
等
、
緊
急
通
報
を
行
う
補

助
手
段
と
し
て
安
心
を
携
帯
す
る
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

●
答
弁　

①
平
成
22
、
23
年
度
の
２
カ
年
の

大
阪
府
補
助
制
度
活
用
も
検
討
し
、
23
年
度

中
に
一
定
の
条
件
の
方
々
で
希
望
者
に
配
布

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
②
1
1
9
番
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
緊
急
メ
ー
ル
に
よ
る
通
報
対
応
を
実
施

し
て
い
る
。
W
e
b
1
1
9
の
実
施
予
定
は

な
い
。

●
要
望　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
安
心
・

安
全
の
大
切
な
ツ
ー
ル
と
し
て
実
施
を
期
待
。

《
幼
・
小
・
中
に
お
け
る
猛
暑
・
夏
日
対
策
に

つ
い
て
》

●
質
問　

学
校
園
の
暑
気
対
策
や
空
調
設
備

設
置
で
子
供
達
が
快
適
に
学
習
で
き
る
学
習

環
境
整
備
を
テ
ー
マ
と
し
質
問
。
①
室
内
温

度
の
変
化
と
現
状
に
つ
い
て
。
②
児
童
・
生
徒
・

教
員
の
声
は
ど
う
か
。
③
学
校
園
で
の
暑
さ

対
策
は
ど
う
か
。
枚
方
市
は
平
成
18
年
９
月

よ
り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
可
能
性
調
査
を
実
施
し
、

２
０
０
１
教
室
に
設
置
。
こ
の
結
果
を
も
た

ら
す
迄
の
関
係
者
の
熱
意
は
凄
ま
じ
い
物
が

あ
る
と
感
じ
た
。
無
理
で
は
な
く
実
際
に
可

能
に
し
て
い
る
市
が
あ
る
。
今
後
調
査
研
究

し
、
空
調
設
備
を
整
え
る
考
え
は
な
い
か
。

●
答
弁　

①
37
度
が
４
校
、
36
度
が
１
校
、

35
度
が
２
校
、
34
度
が
５
校
、
32
度
が
２
校
、

31
度
が
１
校
と
い
う
結
果
。
②
暑
く
て
授
業

に
集
中
出
来
ず
対
策
を
求
め
る
声
が
出
て
い

る
。
③
校
舎
最
上
階
屋
根
裏
へ
の
断
熱
材
の

敷
き
詰
め
、
屋
上
放
水
、
よ
し
ず
や
遮
光
ネ

ッ
ト
の
設
置
を
し
、
そ
の
効
果
を
確
認
し
て

い
る
。
全
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
市
の

財
政
状
況
で
は
大
変
厳
し
い
と
考
え
る
。
費

用
面
や
そ
の
効
果
等
、
事
例
を
研
究
す
る
事

は
大
切
だ
と
考
え
る
。
他
市
が
実
施
し
た
事

業
等
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

●
要
望　

空
調
機
の
設
置
は
決
し
て
一
石
二

鳥
で
取
り
組
め
る
事
業
で
な
い
事
は
十
分
理

解
を
し
て
い
る
。
学
習
環
境
整
備
に
つ
い
て

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
、
実
施
し
た
他
市

へ
の
調
査
研
究
も
行
い
、
対
応
を
要
望
す
る
。

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

家
や
自
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
外
に

出
な
い
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
が
全
国
で
70
万

人
に
、
将
来
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
若
者
は

1
5
5
万
人
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

子
ど
も
を
抱
え
て
い
る
家
庭
は
、
全
国
で
約

32
万
世
帯
と
推
定
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
増
え

る
傾
向
で
あ
る
。
政
府
も
様
々
な
若
者
支
援

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
支
援

が
当
事
者
に
届
い
て
い
な
い
。
ひ
き
こ
も
り

に
な
る
要
因
は
様
々
で
、
総
合
的
で
継
続
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
行
政
シ
ス
テ
ム

も
そ
れ
に
対
応
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
現
実
に
は
行
政
の「
た
て
割
り
」

の
対
応
で
、
十
分
な
支
援
が
届
い
て
い
な
い
。

羽
曳
野
市
の
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
の
若
者

の
現
状
と
取
り
組
み
は
。
ま
た
今
回
、
た
て

割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
す
目
的
で
制
定
さ

れ
た
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」

を
受
け
て
の
体
制
づ
く
り
は
。

●
答
弁　

学
校
現
場
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
不
登
校
対
応
委
員
会
が
中
心
と

な
り
保
護
者
や
周
囲
の
子
ど
も
達
の
協
力
を

得
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
重
篤
化
し

た
児
童
・
生
徒
に
は
継
続
か
つ
専
門
的
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
。
若
者
の
ひ
き
こ
も
り
は
実

態
把
握
で
き
て
い
な
い
。
就
労
支
援
は
受
託

団
体
が
、
市
民
会
館
で
月
１
回
若
者
の
自
立

の
た
め
の
無
料
相
談
を
行
い
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
、
職
業
訓
練
所
に
つ
な
い
で
い
る
。「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
は
本
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
実
態
的
に
は
体
制
が

確
立
し
て
い
な
い
。
早
急
に
支
援
法
に
の
っ

と
っ
て
体
制
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

子
ど
も
や
若
者
が
夢
や
希
望
を
も

っ
て
生
き
て
い
け
る
社
会
で
な
い
と
日
本
の

未
来
は
開
け
な
い
。
ひ
き
こ
も
る
当
事
者
や

家
族
に
寄
り
添
い
継
続
的
に
親
身
に
支
援
す

る
効
力
あ
る
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

《
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

共
働
き
、
ひ
と
り
親
が
増
え
て
い

る
今
日
、
子
ど
も
達
に
放
課
後
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
保
障
す
る
学
童
保
育
の
拡
充
は

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
は
ど

う
か
。
現
在
、
３
教
室
が
定
員
を
超
え
、
６

教
室
で
は
望
ま
し
い
生
活
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。
施
設
改
善
の
計
画
は
。
保

護
者
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る
開
所
時
間
の
延

長
や
土
曜
保
育
な
ど
の
改
善
は
。

●
答
弁　

学
童
保
育
へ
の
申
請
者
数
は
全
体

に
減
少
し
て
い
る
。
待
機
児
は
現
在
ゼ
ロ
。

住
宅
開
発
な
ど
で
増
加
が
見
込
ま
れ
る
校
区

は
、
今
後
余
裕
教
室
や
児
童
の
推
移
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
く
。
土
曜
日
の
開
設
や
保

育
時
間
延
長
は
指
導
員
体
制
や
勤
務
時
間
な

ど
の
変
更
を
含
め
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て

い
く
。
４
年
生
以
上
の
保
育
は
施
設
面
か
ら

実
施
は
困
難
。

●
要
望　

子
供
達
を
取
り
ま
く
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
貧
困
と
格
差
は
子
ど
も
達

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
民
主
党

政
権
に
な
っ
て
、
学
童
保
育
の
利
用
児
童
を

５
年
間
で
30
万
人
増
や
す
と
目
標
は
決
め
た

が
、
国
の
補
助
金
は
運
営
実
態
と
か
け
離
れ

て
い
る
。
国
に
向
け
て
補
助
金
の
増
額
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
学
童
保
育
の
現
状
を
し

っ
か
り
と
見
て
、
子
ど
も
達
、
保
護
者
の
切

実
な
願
い
に
応
え
る
よ
う
早
急
な
対
応
を
強

く
要
望
す
る
。
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岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
暫

定
一
覧
表
記
載
決
定
後
の
登
録
に
向
け
て
》

●
質
問　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

●
答
弁　

本
年
度
に
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
記
念
展
示
、
古
市
古
墳
群
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク

リ
ー
ン
、
藤
井
寺
市
と
の
連
携
で
構
成
す
る

個
々
の
古
墳
の
市
民
向
け
解
説
書
の
刊
行
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
を
行
い
、
現
在
推
薦
書
の
作
成
に

向
け
て
の
課
題
整
理
な
ど
、
今
後
の
課
題
を

検
討
し
な
が
ら
、
文
化
庁
、
大
阪
府
、
堺
市
、

藤
井
寺
市
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

●
質
問　

登
録
に
向
け
克
服
す
べ
き
課
題
は

●
答
弁　

世
界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
か
ら

は
①
普
遍
的
価
値
の
説
明
、
構
成
資
産
の
整

理
②
世
界
遺
産
と
し
て
記
載
さ
れ
た
場
合
の

保
存
管
理
体
制
③
推
薦
の
際
の
名
称
④
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
の
検
討
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
関
係
す
る
府
・

市
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
合

わ
せ
て
、
世
界
遺
産
が
あ
る
街
に
ふ
さ
わ
し

い
、
古
墳
と
街
と
の
調
和
、
市
民
の
皆
様
と

古
墳
と
の
心
の
つ
な
が
り
の
深
ま
り
が
検
討

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

暫
定
一
覧
表
記
載
決
定
で
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
移
っ
た
。
５
年
か
７
年
か
登
録
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し
、
計
画
に

基
づ
き
課
題
を
一
つ
一
つ
解
消
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
こ
ん
な
短
期
間
で
暫
定
一
覧
表
に

記
載
が
決
定
す
る
ほ
ど
古
市
古
墳
群
の
価
値

は
高
い
と
考
え
て
ほ
し
い
。
庁
内
の
組
織
強

化
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
、
我
々
議
員
も
力
を
合

わ
せ
、
オ
ー
ル
羽
曳
野
で
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
誉
田
中
学
校
・
峰
塚
中
学
校
の
校
舎
等
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　

両
校
の
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

●
答
弁　

峰
塚
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
判
定

結
果
に
基
づ
き
耐
震
補
強
工
事
を
予
定
し
て

い
る
が
、
ま
ず
屋
内
運
動
場
か
ら
着
手
し
、

順
次
教
室
等
の
補
強
工
事
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。
工
事
車
両
の
進
入
路
及
び
作
業
場
所

の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
、
国
補
助
金
の
確

保
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
今
年
度
、

工
事
手
法
等
の
課
題
に
対
す
る
検
討
と
補
強

計
画
を
固
め
、
次
年
度
に
実
施
設
計
、
補
助

金
申
請
等
の
手
続
き
を
、
そ
の
次
年
度
に
事

業
化
を
図
り
た
い
。
誉
田
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
工
事
用
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
運
動
場
の

確
保
、
円
型
校
舎
撤
去
計
画
等
の
課
題
が
あ

り
、
早
急
に
基
本
計
画
を
検
討
し
、
議
会
、

関
係
者
の
皆
様
に
諮
っ
た
後
、
実
施
設
計
、

補
助
金
申
請
等
の
手
続
き
を
終
え
、
そ
の
次

年
度
に
事
業
化
と
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

円
型
校
舎
撤
去
問
題
は
何
年
も
前

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
近
々
で
は
平
成
21
年

度
に
撤
去
計
画
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
に
基

本
計
画
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今

ま
で
の
時
間
の
経
過
は
何
だ
っ
た
の
か
。
地

元
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
一

日
も
早
い
整
備
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

●
他
の
質
問

大
阪
府
の
改
革
プ
ラ
ン
等
で
当
市
が
影
響
を

受
け
る
も
の
に
つ
い
て

　

①
特
例
市
並
み
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て

　

②
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
設
立
に
つ
い
て

　

③
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

①
防
災
行
政
無
線
の
現
状
と
今
後

　

②
青
色
防
犯
パ
ト
カ
ー
の
現
状
と
今
後

花
川
雅
昭
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

《
小
学
校
安
全
管
理
員
に
代
わ
る
抑
止
力
と
安

心
感
に
つ
い
て
》

●
質
問　

２
学
期
を
迎
え
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
人
的
資
源
の
活
用
は
、
具
体
的
に
ど

う
し
て
い
る
の
か
、
府
内
市
町
村
の
安
全
管

理
員
制
度
の
対
応
状
況
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

22
年
度
は
全
小
学
校
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
各
小
学
校
に
１
名
、
翌

年
３
月
ま
で
１
日
４
時
間
の
配
置
を
行
っ
て

い
く
。
府
内
41
市
町
村
中
７
市
町
村
が
警
備

員
廃
止
を
決
め
、
か
わ
り
に
校
門
の
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
う
。
一

方
、
８
市
は
他
の
予
算
を
削
っ
て
独
自
に
継

続
と
聞
い
て
い
る
が
、
多
く
の
市
町
村
が
ま

だ
方
針
を
決
め
て
い
な
い
。

●
再
質
問　

市
が
考
え
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ

る
抑
止
力
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。
そ
し

て
、
安
全
管
理
員
の
財
源
が
確
保
さ
れ
た
場

合
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
門

扉
の
開
閉
状
況
や
児
童
の
登
下
校
の
状
況
も

確
認
が
で
き
、
侵
入
者
の
抑
止
効
果
な
ど
、

小
学
校
の
安
全
管
理
体
制
の
充
実
を
図
る
。

●
再
々
質
問　

財
源
が
あ
っ
て
も
防
犯
カ
メ

ラ
と
人
的
支
援
の
活
用
と
認
識
し
て
よ
い
の

か
。

●
答
弁　

安
全
管
理
員
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
、
府
に
実
施
を
要
望
し
て
い
る
。
安
全
確

保
の
た
め
設
備
を
有
効
活
用
し
、
ま
た
学
校
、

市
の
人
的
支
援
を
活
用
し
、
安
全
の
確
保
に

努
め
る
。

●
要
望　

結
局
、
府
に
理
解
を
求
め
、
他
市

の
対
応
を
眺
め
、
方
針
は
決
め
て
い
な
い
と

判
断
す
る
。
私
が
大
事
に
し
た
い
子
供
の
安

心
と
市
の
思
い
は
、
平
行
線
で
終
わ
る
よ
う

に
感
じ
る
。
次
代
の
子
供
た
ち
に
必
要
な
人

の
温
も
り
を
い
ま
一
度
考
え
る
時
で
あ
る
。

《
耕
地
、
浚
渫
関
連
予
算
に
つ
い
て
》

●
質
問　

現
在
複
数
部
署
に
ま
た
が
る
業
務

を
一
元
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
円

滑
な
行
政
運
営
が
必
要
と
考
え
る
が
。ま
た
、

現
行
の
予
算
化
の
方
法
で
は
市
が
抱
え
持
つ

問
題
に
対
応
で
き
な
い
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

昨
今
の
事
務
事
業
は
、
多
岐
に
わ

た
る
事
案
が
増
加
し
、
行
政
が
地
域
の
実
情

の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
縦
割
り
行
政
と
批
判
が
あ
り
、
改
め
て

組
織
体
制
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
財
産
区

財
産
か
ら
一
般
財
源
へ
の
繰
入
金
の
使
途
の

限
定
は
、
今
は
考
え
て
い
な
い
。

●
再
質
問　

機
構
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
具

体
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

今
年
度
、
農
業
用
施
設
等
の
現
状

や
市
内
水
利
組
合
に
組
織
体
制
等
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
結
果
を
踏
ま
え
、
早
急
に
問

題
解
決
に
向
け
た
組
織
体
制
を
検
討
す
る
。

●
要
望　

市
民
が
喜
ぶ
機
構
改
革
を
お
願
い

す
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
確
保
す

る
基
金
な
ど
の
積
立
金
を
創
設
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。
今
後
、
事
業
に
お
け
る
一

元
化
と
予
算
化
等
に
つ
い
て
は
、
市
民
目
線

で
改
善
さ
れ
る
ま
で
質
問
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
東
大
塚
美
陵
線
の
西
側
延
伸
に
つ
い
て

●
要
望　

松
原
市
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
、

遅
れ
の
な
い
よ
う
対
応
を
願
う
。

②
恵
我
ノ
荘
駅
駐
輪
場
に
つ
い
て

●
要
望　

現
在
あ
る
施
設
を
有
効
、
か
つ
収

益
の
向
上
を
早
急
に
考
え
て
ほ
し
い
。

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
事
業
の
拡
充
に
つ

い
て

●
要
望　

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
営
や

レ
ス
ト
空
間
や
ス
ポ
ー
ツ
・
飲
食
関
係
の
収

益
の
向
上
を
目
的
と
し
た
運
営
手
法
の
検
討

を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
民
間
活
力
と
民
間

目
線
で
健
全
な
運
営
を
要
望
す
る
。
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林
　
義
和
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

《
大
阪
府
か
ら
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
阪
府
の
権
限
を
羽
曳
野
市
で
は

54
件
移
譲
を
受
け
る
が
、
３
市
２
町
１
村
の

広
域
で
移
譲
を
受
け
る
市
町
村
が
あ
る
。
本

市
と
し
て
も
今
後
を
見
据
え
広
域
で
取
り
組

み
、
さ
ら
に
こ
の
機
会
を
う
ま
く
活
用
し
、

以
前
か
ら
あ
る
３
市
の
消
防
や
清
掃
の
一
部

事
務
組
合
を
拡
大
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

府
か
ら
示
さ
れ
た
事
務
に
は
、
市

町
村
単
独
で
は
困
難
な
事
務
も
あ
り
、
危
険

物
規
制
や
火
災
予
防
等
の
経
験
を
有
す
る
３

事
務
に
つ
い
て
は
、
３
市
の
消
防
で
取
り
組

む
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
教
員
人
事
権
に
つ

い
て
も
、
南
河
内
９
市
町
村
長
で
協
議
、
調

査
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
権

限
委
譲
は
市
の
政
策
的
な
判
断
が
必
要
な
も

の
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
単
独
で
の
移

譲
が
基
本
で
あ
る
が
、
共
同
化
で
事
務
処
理

や
経
費
負
担
の
軽
減
化
、
効
率
化
が
図
れ
る

も
の
は
、
既
存
の
事
務
事
業
も
含
め
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
こ
と
を
基
本

に
周
辺
市
町
村
と
の
広
域
連
携
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

府
の
認
可
や
許
可
事
業
が
、
一
番

住
民
の
身
近
に
あ
る
基
礎
自
治
体
で
で
き
れ

ば
、
行
政
と
市
民
と
の
距
離
が
非
常
に
近
く

な
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
。
そ
し
て
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
を
図
る
意
味
で
も
広
域
の
ほ
う

が
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
方
向

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。
た
だ
、
そ
ん
な
中
で
も
、
単
独
の

ほ
う
が
無
駄
も
な
く
、
市
民
に
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
で
き
る
も
の
は
、
市
民
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
等
を
通
じ
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
願
い
た
い
。

《
校
区
連
絡
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　

各
地
区
に
あ
る
青
少
年
健
全
育
成

連
絡
協
議
会
や
地
域
教
育
協
議
会
、
福
祉
委

員
会
等
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
本
化
で
き
な
い
か
と
３
月
議
会

の
代
表
質
疑
で
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
も
多

く
の
方
々
か
ら
、
そ
う
し
た
声
を
お
聞
き
し

て
い
る
。
国
、
府
の
指
導
の
も
と
、
そ
の
補

助
金
を
受
け
、
各
自
治
体
が
そ
の
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
結
局
、
民
生
委

員
や
婦
人
会
等
、
同
じ
よ
う
な
方
々
に
、
同

じ
よ
う
な
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
理
に
か
か
る
時
期

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
答
弁　

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
や

福
祉
委
員
会
で
は
、
区
長
、
民
生
児
童
委

員
、
地
域
の
役
員
の
皆
様
方
に
大
変
ご
苦
労

を
お
か
け
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
区
に

あ
る
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
と
中
学

校
区
に
あ
る
地
域
教
育
協
議
会
の
構
成
に
つ

い
て
、
重
複
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、

十
分
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や

そ
の
役
割
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

今
後
と
も
問
題
点
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

●
要
望　

青
少
年
健
全
育
成
や
老
人
福
祉
、

虐
待
問
題
等
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
に

ま
た
が
る
が
、
校
区
単
位
で
一
つ
の
組
織
に

ま
と
め
、
そ
の
中
で
防
災
担
当
や
青
少
年
健

全
育
成
の
担
当
な
ど
に
役
割
分
担
す
る
こ
と

が
効
率
的
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
最
終

的
に
は
、
防
災
対
策
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
避
難
、
救
助
等
の
初
動
態
勢
に
非
常

に
有
効
と
な
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
つ
く
る
と
い
う
最
終
目
標
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
そ
の
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
今
こ
そ
35
人
学
級
を
》

●
質
問　

日
本
共
産
党
は
、
学
級
定
員
を
現

行
の
40
人
か
ら
35
人
に
、
そ
し
て
30
人
を
目

指
す
べ
き
と
議
会
に
も
そ
の
実
現
を
求
め
て

き
た
。
先
日
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
が
１
ク
ラ
ス
の
定
員
を
引
き
下

げ
、
低
学
年
は
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
提
言

し
た
。
こ
の
提
言
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
、

来
年
度
予
算
に
初
年
度
分
の
人
件
費
な
ど
を

提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
動
き
に
対

し
、
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

●
答
弁　

従
来
よ
り
学
級
の
定
員
が
少
な
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
担
任
が
児
童
・
生
徒
に

向
き
合
う
時
間
が
増
し
、
現
在
よ
り
も
き
め

細
か
く
指
導
し
た
り
、
個
別
の
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
間
違
い
が

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
国
の
動
向
を
見
守

り
、
実
現
に
む
け
た
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

市
議
会
に
６
度
に
わ
た
り
35
人
学

級
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
が
す
べ
て

不
採
択
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
少
人

数
で
教
育
効
果
が
上
が
る
と
一
概
に
い
え
な

い
」「
少
人
数
だ
と
切
磋
琢
磨
で
き
な
い
」

と
い
う
の
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

提
言
は
、「
40
人
と
い
う
学
級
規
模
で
は
学

級
経
営
が
困
難
」「
生
活
集
団
の
観
点
か
ら

も
学
級
規
模
の
縮
小
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
、
日
本
共
産
党
の
「
採
択
す
べ
き
」
と

い
っ
た
主
張
が
提
言
に
数
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁　

受
け
持
ち
学
級
の
児
童
・
生
徒
が

少
な
け
れ
ば
、
必
然
的
に
対
応
で
き
る
時
間

が
増
え
て
い
く
こ
と
は
明
白
だ
。
指
導
効
果

に
つ
い
て
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
見
守
り
た
い
。

●
要
望　

多
く
の
国
民
が
長
年
に
わ
た
り
、

求
め
て
き
た
の
が
30
人
学
級
で
あ
る
。
少
人

数
学
級
の
実
現
に
向
け
、
国
に
強
く
働
き
か

け
る
よ
う
要
望
。

《
暑
さ
対
策
に
万
全
を
》

●
質
問　

今
年
は
、
30
年
に
一
度
の
異
常
気

象
で
猛
暑
日
が
９
月
に
な
っ
て
も
続
い
て
い

る
。
暑
さ
対
策
で
熱
中
症
の
対
策
、
経
済
的

支
援
や
学
校
施
設
の
対
策
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

熱
中
症
に
よ
る
緊
急
搬
送
は
69
件

が
報
告
さ
れ
て
い
る
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

地
域
健
康
教
育
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。
生
活
保
護
の
夏
季
加
算
は
、
本
来
国
に

お
い
て
対
応
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
市
単
独

事
業
と
し
て
実
施
す
る
の
は
困
難
。
教
室
の

対
策
で
は
、
最
上
階
の
屋
根
裏
に
断
熱
材
、

よ
し
ず
や
遮
光
ネ
ッ
ト
を
窓
に
と
り
つ
け
た

り
し
て
い
る
。

●
質
問　

熱
中
症
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
時
、
そ
の
予
防
に
は
財
政
措
置
も
し
、
臨

機
応
変
に
機
敏
で
、
迅
速
な
対
応
を
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。
教
室
の
暑
さ
対
策
で
は
、
こ

の
間
何
度
も
要
望
し
て
き
た
。
エ
ア
コ
ン
が

無
理
な
ら
せ
め
て
扇
風
機
の
設
置
を
と
言
っ

て
き
た
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

見
守
り
や
声
掛
け
の
活
動
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
な
ど
を
し
て
、
熱
中
症
に
つ
い
て

の
広
報
を
し
て
い
き
た
い
。
教
室
の
扇
風
機

は
設
置
も
含
め
た
暑
さ
対
策
に
む
け
、
引
き

続
き
予
算
獲
得
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

暑
さ
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
は
遅

き
に
失
し
た
と
い
う
か
無
頓
着
と
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
注
意
喚
起
の
広
報
車
は
だ
さ

な
い
、
教
室
に
は
扇
風
機
も
な
い
。
こ
れ
で

暑
さ
対
策
が
万
全
か
。
住
民
の
生
命
、健
康
、

安
全
を
守
る
自
治
体
と
し
て
、
来
年
度
の
予

算
編
成
時
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望
。

9
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委
員
長　

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

　

付
託
を
受
け
た
３
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
税
催
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
の

事
業
概
要
や
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て

②
無
料
法
律
相
談
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

③
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
に
当
た

っ
て
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

④
生
活
保
護
に
関
す
る
扶
助
費
が
約
４
億
円

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
そ
の
要
因
や

職
員
体
制
等
に
つ
い
て

⑤
公
害
対
策
と
し
て
各
種
検
査
を
委
託
し
て

い
る
こ
と
に
関
し
、
そ
れ
ら
の
検
査
概
要
等

に
つ
い
て

⑥
地
域
就
労
相
談
業
務
の
事
業
内
容
及
び
事

業
実
績
に
つ
い
て

⑦
道
路
舗
装
に
伴
う
不
用
額
や
今
後
の
計
画

等
に
つ
い
て

⑧
南
阪
奈
道
路
沿
道
監
視
業
務
に
関
し
、
委

託
の
内
容
や
測
定
結
果
等
に
つ
い
て

⑨
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
・
中
学
校

の
状
況
や
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て

⑩
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
備
品
購
入
費
及
び
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
委
託
料
の
内
容
等
に
つ
い
て

⑪
農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助
金

の
内
容
及
び
被
害
を
与
え
る
鳥
獣
へ
の
対
応

に
つ
い
て

⑫
本
市
の
景
気
対
策
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
子
育
て
支
援
策
や
施
設
改

善
を
含
む
教
育
施
策
の
充
実
、
ま
た
雇
用
の

促
進
な
ど
を
求
め
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算

案
に
対
し
組
み
替
え
を
求
め
た
が
、
そ
う
し

た
点
が
反
映
さ
れ
た
決
算
で
は
な
い
な
ど

と
し
て
、
反
対
す
る
者
１
名
、
一
方
、
市
税

収
入
の
減
少
や
扶
助
費
の
増
加
、
ま
た
、
権

限
移
譲
も
進
む
な
ど
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

実
質
収
支
、
単
年
度
収
支
と
も
に
黒
字
決
算

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
問
題
と
す
る
点
も
な

い
な
ど
と
し
て
認
定
と
す
る
者
５
名
の
、
認

定
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
財
産
区
所
有
の
土
地
を
売
却
す
る
場
合
の

入
札
の
方
法
や
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
向
野
財
産
区
に
お
い
て
訴

訟
の
当
事
者
に
当
該
地
を
売
却
し
、
そ
の
財

産
売
却
収
入
が
歳
入
と
し
て
決
算
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
雑
入
と
し
て
入
っ
て
い
る

訴
訟
に
よ
る
損
害
賠
償
金
の
取
り
扱
い
が
、

未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
不
認
定
と
す
る
者
１
名
、
一
方
、
特

に
問
題
と
す
る
点
も
な
く
認
定
と
す
る
者
５

名
の
、
認
定
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

市
が
買
い
戻
し
た
土
地
に
つ
い
て
の
説
明
後
、

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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委
員
長　

花
川
雅
昭
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

付
託
を
受
け
た
７
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
歳
入
に
お
い
て
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
比

15
.

9
％
増
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て

②
繰
入
金
が
前
年
比
２
億
７
８
９
６
万
３
千

円
（
19
.

2
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
要
因
に

つ
い
て

③
保
険
給
付
費
が
前
年
比
で
増
と
な
っ
た
要

因
に
つ
い
て

④
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
、
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て

⑤
健
康
推
進
事
業
の
事
業
内
容
等
に
つ
い
て

⑥
納
入
奨
励
費
に
つ
い
て

⑦
繰
越
金
、
基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
て
は
ど
う
か
、
市
の
考
え
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
繰
越
金
や
基
金
の
積
立
が

あ
る
中
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
こ
れ
ら
が

充
て
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
と
し
て
不
認
定
と

す
る
者
１
名
、
一
方
、
納
付
相
談
、
窓
口
相

談
等
、
き
め
細
か
な
対
応
や
予
防
事
業
の
強

化
も
図
っ
て
お
り
、
ま
た
、
特
定
健
診
、
特

定
保
健
指
導
も
含
め
保
健
事
業
費
も
確
保

し
、
健
全
な
運
営
を
し
て
い
る
と
し
て
認
定

と
す
る
者
５
名
の
認
定
多
数
に
よ
り
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
宮
崎
の
口
蹄
疫
や
熱
中
症
に
よ
る
処
理
頭

数
へ
の
影
響
に
つ
い
て

②
今
後
の
と
畜
場
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
た
め

の
対
策
委
員
会
設
置
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

③
歳
入
が
年
々
減
少
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
対
策
委
員
会
に
期
待
を
す

る
が
、
ま
だ
そ
の
方
向
性
が
定
か
で
な
い
こ

と
お
よ
び
本
会
計
は
独
立
採
算
で
や
っ
て
い

く
べ
き
も
の
だ
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
１

名
、
一
方
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
産
業
の
裾

野
を
広
げ
る
意
味
で
も
食
肉
産
業
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
込
め

て
、
認
定
と
す
る
者
５
名
の
認
定
多
数
に
よ

り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
23
年
度
以
降
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
１
号
被
保
険
者
に
お
け
る
普
通
徴
収
率
が

低
下
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て

②
介
護
給
付
費
の
増
の
要
因
に
つ
い
て

③
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
保
険
料
に
充
て
る
べ
き
積

立
金
を
年
度
途
中
で
も
取
り
崩
す
べ
き
こ
と

や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
充

実
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
が
不
十
分

で
あ
る
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
１
名
、
一

方
、
日
本
の
人
口
構
成
か
ら
制
度
が
後
退
す

る
こ
と
や
、
な
く
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
諸
問
題
に
対
し
て
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
限
り
は
積
立
金
を

確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
と
も
本
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
進

め
る
こ
と
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
５
名

の
認
定
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の

郷
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
道
の
駅
「
し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野
」
の

の
利
用
者
数
に
つ
い
て

②
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て

　

審
査
の
結
果
、
年
間
約
６
千
万
円
の
償
還

と
１
６
０
０
万
円
の
維
持
費
が
か
か
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今
後
の
運
営
に
つ
い

民
生
産
業
常
任
委
員
会
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説
明
後
、
審
査
の
結
果
、
自
給
率
の
低
下
や

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
農
業

委
員
会
の
担
う
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
削
減

せ
ず
充
実
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て
反

対
す
る
者
１
名
、
一
方
、
近
隣
市
と
比
較
し

て
も
、
今
回
の
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
特
に

問
題
は
な
く
、
農
業
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た

こ
と
で
も
あ
る
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
５
名

の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　

吉
田　

恭
輔
（
新
生
は
び
き
の
）

　

付
託
を
受
け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
下
水
道
の
汚
水
整
備
が
困
難
な
地
域
の
今

後
の
展
望
に
つ
い
て

②
南
古
市
に
お
け
る
浸
水
対
策
の
一
つ
で
あ

る
調
整
池
に
つ
い
て

③
工
事
請
負
費
の
不
用
額
や
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て

④
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
つ
い
て

⑤
水
洗
化
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
下
水
道
の
汚
水
整
備
が
困
難

な
地
区
へ
の
普
及
や
、
遅
れ
て
い
る
雨
水
対

策
促
進
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
道
水
の
飲
料
水
と
し
て
の
効
果
的
な
普

及
に
つ
い
て

②
震
災
対
策
に
つ
い
て

③
有
収
率
に
つ
い
て

④
第
５
次
水
道
施
設
整
備
事
業
に
お
け
る
古

市
地
区
の
整
備
工
事
に
つ
い
て

⑤
給
水
停
止
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
給
水
人
口
及
び
給
水
量
の
縮
小
に
よ
る
費

用
軽
減
の
有
無
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
府
営
古
市
住
宅
建
て
か
え
に
伴
う
工
事
用

道
路
で
あ
る
本
路
線
の
整
備
規
模
、
工
期
等

に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
騒
音
対
策
等
、
近
隣
住
民

へ
の
配
慮
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会

11

て
見
通
し
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
ま
た
商
工

会
、
Ｊ
Ａ
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
べ
き

だ
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者
１
名
、
一
方
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
を
介

し
た
地
域
連
携
の
場
と
し
て
大
い
に
期
待
さ

れ
、
本
市
と
し
て
誇
れ
る
施
設
の
一
つ
で
あ

る
が
、
住
宅
地
周
辺
で
の
駐
車
対
策
に
つ
い

て
は
十
分
配
慮
さ
れ
、
近
隣
の
住
民
か
ら
も

愛
さ
れ
る
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
を
目
指
し
、

ま
た
、
新
た
な
市
の
収
益
の
増
に
な
る
方
向

性
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
活
性

化
を
期
待
し
認
定
と
す
る
者
５
名
の
認
定
多

数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

②
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
本
市

独
自
の
制
度
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
保
険
料
が
大
幅
に
上
が
り

高
齢
者
に
大
き
な
負
担
を
押
し
付
け
る
制
度

と
な
っ
た
こ
と
、
広
域
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
市
町
村
に
権
限
が
な
く
、
ま
た
、
高
齢

者
の
切
実
な
声
や
生
活
実
態
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
し
て
、
不
認
定
と
す
る
者
１

名
、
一
方
、
20
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
軽
減
措

置
等
、
対
応
す
る
中
で
制
度
と
し
て
安
定
し

定
着
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
今
後
、
後
期
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
さ
ら
な
る
広

域
連
合
と
の
連
携
強
化
を
推
し
進
め
な
が

ら
、
事
務
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望

み
、
25
年
の
制
度
改
革
に
向
け
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
５
名

の
認
定
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

近
隣
市
と
の
委
員
数
の
比
較
等
に
つ
い
て
の

編
集
後
記

　

今
回
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
新
た

に
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会

や
議
会
運
営
委
員
会
も
新
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
に

つ
き
ま
し
て
も
、
花
川
委
員
に
替
わ
り
金
銅

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
広
報
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

市
議
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

田
仲　

基
一　
　

花
川　

雅
昭

　
　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子

　
　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子　

　
　

岩
田
賢
二
郎

平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
日
程

　

第
４
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
10
時

か
ら
で
す
。

11
月
29
日
㈪　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
６
日
㈪　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
７
日
㈫　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
８
日
㈬　

予
備
日

12
月
10
日
㈮　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
13
日
㈪　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
14
日
㈫　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
22
日
㈬　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に

よ
り
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

委
員
長　

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

	　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議
長
よ
り

諮
問
を
受
け
た
以
下
３
件
の
案
件
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

◎
議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て

◎
代
表
質
問
の
時
間
制
限
に
つ
い
て

◎
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

《
開
催
日
お
よ
び
活
動
報
告
》

・
平
成
21
年
12
月
10
日

・
平
成
22
年
６
月
22
日

・
平
成
22
年
６
月
29
日

・
平
成
22
年
９
月
６
日

・
平
成
22
年
９
月
22
日

・
議
員
全
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

　

平
成 

22
年
６
月
７
日
実
施

議
会
改
革
特
別
委
員
会




